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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第二十二章　八方塞ふさがり









「確か……」

　不ま味ずいまずい、煮に豆まめの缶かん詰づめを食べながら、キサラが呟つぶやいた。いや、実際には缶の底にこびりついている煮豆の残りを、指先で嘗なめている、というのが正しい。

「前回の巻頭も、これと似たような状じよう況きようじゃなかったかなあ……」

「いや」

　と、ラルゴが首を振ふる。

「あん時の方が、まだマシだったぜ」

　そう言って、かじかんだ両手を焚たき火びに翳かざす。

「まだしもあん時ゃ、昇のぼり調子だった……」

「それに、少なくとも食しよく糧りようと武器だけは、たっぷりとあった……」

　そう言って干ひ涸からびたパンの耳を齧かじる、シゲチヨ。

「ああ、思えばルクサーの食事は、美お味いしかったなあ……」

「珍めずらしく食い物のことで意見が一いつ致ちすることもあるもんだな、シゲチヨ」

　キサラがしみじみ言う。

「あたしも今、アムジアさんの作る野菜シチューを、懐なつかしく思い出していたとこさ」

「ああ。僕ぼくも思い出しちゃった……」

　涙なみだを流しつつ、パンの耳を齧る。

「この状況があと三日も続けば、僕たちは……」

「我が慢まんしろ」

　とラルゴが言った。

「男が食い物のことで、弱音を吐はくんじゃねえ。殿でん下かを見ろ、俺おれたちと同じでひもじいはずなのに、一言も愚ぐ痴ちをこぼさねえ……」

「それは私が、修しゆ行ぎようを積んだからです」

　と、いつもと少しも変わらない口調で、廃はい屋おくの壁かべ際ぎわに蹲うずくまっていたクム・ナンが口を開いた。

「ルクサーでの修行には、定期的な断だん食じきも含ふくまれていましたからね。とは言え、正直私だって、結構こたえていますよ。ここでの断食は修行と違ちがって、いつ明けるのかさえわかりませんからね。それに、胃い袋ぶくろの容積の小さい私とは違って、まだまだ成長期のシゲチヨさんキサラさん、それにラルゴさんはその体を維い持じするだけでも……」

「大だい丈じよう夫ぶだぜ」

　強がった途と端たんに、ラルゴの腹の虫が大きな声で鳴いた。

「そりゃ、俺だって、結構瘦やせ我慢の域だがよ、まだまだ大丈夫だぜ。海かい賊ぞくは食わねど高たか楊よう枝じでい！」

「空腹だと寒さも余計に、こたえるなあ……」

　心細くなった焚たき火びを見み詰つめながら、キサラ。

「ラルゴ、もう燃やすモンないのか？」

「これ以上壁板をひっ剝ぺがしたら、風が吹ふき抜ぬけちまわあ!!」

　とラルゴ。

「ケルテの北風ってやつは、噂うわさ以上の厳しさだぜ」

　そう言ってコートの襟えりを合わせた。

「いっそのこと表を走り回っていた方が、あったまるような気がするぜ」

「だけどなあ……。あれだけ街中に人相書きが貼はられていたんじゃあ……」

　とシゲチヨ。

「出た途と端たんに、憲兵隊に捕つかまって、ハイそれまでヨ……だし」

「クム・ビクを侮あなどったか」

　キサラは臍ほぞを嚙かんだ。

「打つ手がやたら早い。こっちは後手後手だ」

「そういうところは実にぬかりないのです。姉上は……。いや、私と同じで、そろそろかな？　既すでに『兄上』かも……」

　呟つぶやくクム・ナンの声が、太い。

　ケルテ人の特とく徴ちようである、女性から男性への変調フエゴンの時期を迎むかえつつあるのだった。

「本当だ」

　とシゲチヨが言った。

「クム・ナン。喉のど仏ぼとけが出てきたよ。知っててはいても、面おも白しろいもんだよねえ……」

「でしょうね」

　微ほほ笑えむクム・ナン。

「しっかし、腹立つよなあ……」

　とキサラ。

「あたしたちをこんな目に追い込んでいる張本人のクム・ビクの野や郎ろうが、今いま頃ごろどこかでぬくぬくと、北ほく叟そ笑えんでいやがるのかと思うとな……」

「しかたがねえだろう」

　とラルゴ。

「俺たちゃいきがかりとはいえ、そのクム・ビクの糞くそったれを、表向き殺しちまったんだから……。こうやって、追われるのも自じ業ごう自じ得とくさ」

「殺したのは影かげ武む者しやだ！」

　とキサラ。

「クム・ビク本人じゃない!!」

「そうだけど、ケルテの民衆はそんなこと信じないよ」

　シゲチヨの表情は、暗い。

「おかげでクム・ナンを、姉殺しの重罪人にしてしまった……」

「あなたのせいではありません、シゲチヨ」

　クム・ナンが慰なぐさめる。

「ええ、私のせいですわ……」

　戸口のところに現れた人ひと影かげが言った。

「本当にすみません……」

「ハルミさん!!」

　超ちよう精せい巧こうアンドロイドの、ハルミⅡであった。誰だれが見ても人間にしか見えない。実際人間に近い疑ぎ似じ感情も持ち合わせている。そうでなければ自分のしたことを『後こう悔かい』などしない。

「とんでもない。それどころかあなたは、私の命の恩人ですよ。感謝しこそすれ、誰があなたを責められるでしょうか……」

　クム・ナンの弁護も、彼かの女じよの慰めとはならなかった。

「何があろうと、あの場で影武者を殺してしまったのは、私のミスです。私の能力をもってすれば、いくらでも手加減はできたのですから……」

「たとえそうだとしても、あなたを咎とがめる理由にはならない。過ぎたことです」

「お詫わびと言ってはなんですが、食しよく糧りようを見付けてきました。少しですけど……」

　そう言ってハルミはマントの下から、パンとソーセージに似た食べ物を取り出した。今のところ一行で手配の人相書きが出回っていないのは、ハルミだけなのである。

「ケルテのパンと、ソーセージだそうです。お口に合うとよろしいのですが……」

「ああ、トロスとザールクですね」

　クム・ナンが目を輝かがやかせた。

「懐なつかしい……。私にとっては、故郷ふるさとの味です」

　だが、周囲の飢うえた視線に気付き、

「ああ、みなさんもどうぞ……。私は少しでいいのです」

　と、慌あわてて言った。

「ありがてえ！」

　とラルゴ。

「地じ獄ごくで仏とは、このことだ!!」

　パンと言うよりはナン（小麦粉を窯かまで焼いた、インドのパン）に近い、トロスを頰ほお張ばる。

「美う味めえ!!」

「こっちもいける!!」

　やや塩しお辛からい、ザールクソーセージを齧かじるキサラ。例によってシゲチヨは、彼女が食べ終わるまで『おあずけ』である。

「サンキュー、ハルミさん！」

「どういたしまして……」

「街の様子は、どうだった？」

　ラルゴが尋たずねる。

「何か変わったことは？」

「相変わらずです」

　ハルミⅡの、整い過ぎた眉まゆが曇くもった。

「クム・ナン王女を許すな、のムード一色ですわ」

「やはり……」

　王子になりかけのクム・ナンも、思わず眉をひそめた。

「ま、どこかに潜せん伏ぷくしているクム・ビクの奴やつが、憲兵隊を使ってそういうムードを煽あおっているんだろうがな」

　ラルゴの分ぶん析せきに、

「ええ。でしょうね……」

『極ごく悪あく人にん』クム・ナンも頷うなずく。

「しかし、表向き死んだことは、姉上にとってもむしろ都合がよかったかも知れない……」

「どういうこと？」

　とキサラ。

「死んだと思えば、今まで姉上を快く思っていなかった連中が、動き出す。それを見付け出して、片かた端はしから……です」
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　右手で自分の頸くびを刎はねる仕し種ぐさをしながら、クム・ナン。

「好都合でしょう」

「そこまでやるか!?」

「やるんです……」

　と、クム・ナン。

「姉上という人は……」

　キサラが今まで見たこともないほど、真しん剣けんな目をするクム・ナン。

「粛しゆく正せいと称しようしてね」

「暴君だな」

　とキサラ。

「いや、取り立てて暴君というほどでもねえさ」

　とラルゴ。

「宇宙の歴史を、紐ひも解といてみな。独裁者というのは、概おおむねそんなもんだ。それも封ほう建けん君主よりも、えてして近代の独裁者の方が、やることは惨ざん忍にんだぜ。クム・ビクは独裁者の中では特に極きよく端たんな方じゃねえ。むしろ独裁者の、典型だな」

「しかし、そのクム・ビク側の発表を鵜う呑のみにして、クム・ナンを追おい掛かけ回す民衆も、情けないと言えば情けない……」

　とシゲチヨ。

「僕らはその民衆を、解放しに来たっていうのに──」

「そいつは民衆ってやつを、買い被かぶり過ぎってモンよ、シゲチヨ」

　窘たしなめるラルゴ。

「民衆は、それほど賢かしこくねえ。愚おろかでもないがな……。一人ひとりは賢そうに見えて、まとまるとバカだったり、一人ひとりは愚かでも、まとまると意外に賢かったりする。それが民衆よ」

「歴史学者になれるね、ラルゴ」

　キサラが茶化す。

「ち～とも現状を打破できない理論であることが、なんとも皮肉だけどね」

「いえ。ラルゴの言うことは正しいです」

　クム・ナンが言った。

「道を誤る支配者には、二種類あります。民衆を侮あなどって失敗する支配者と、民衆を買い被り過ぎて、裏切られる支配者と──。私は後者でしょう……」

「クム・ビクは前者か……」

　とキサラ。

「しかし奴やつも、そういつまでも潜せん伏ぷくしっ放しって訳にはいかないでしょうよ。必ず、民衆の前に再び姿を現す時がくるわ。その時こそ、チャンスよ！　逃にがさず叩たたくわ!!」

「しかし、姉上……兄上かな？　ともかくクム・ビクは用心深い人です」

「疑ぎ心しん暗あん鬼きの、独裁者でしょ」

　と、キサラ。

「結局、何もかも怖こわいんだわ。誰も信しん頼らいできないなんて、考えようによっては気の毒よね」

「ええ。その点私は幸福です。少なくともキサラさんやシゲチヨさんや、ラルゴさんのことは信頼できますからね。そう、ハルミさんも……」

「殿でん下か……」

　ハルミⅡが感じ入った。

「ありがとうございます……」

「ともかく、あの人が再び民衆の前に姿を現すとしたら──」

　ひと呼吸置いて、クム・ナンは言った。

「それは、私の息の根を止めてからでしょう。あの人の性格からして、それ以外は考えられない……」

「敵もさる者ね」

　ため息をつくキサラ。

「何とかして、あんにゃろを引っ張り出すうまい手はないもんかな」

「ひとつ、あるよ」

　シゲチヨ。

「くぉ～らぁ！　シゲチヨ!!」

　すかさずシゲチヨの首を絞しめるキサラ。

「たかがシゲチヨの分際で、このあたしよりも先に、妙みよう案あんを思い付いてもいいって思っとんのかぁ～!?」

「うぐぐ……」

　涙なみだながらに噎むせ返るシゲチヨ。

「まあまあ、キサラさん」

　ハルミⅡが窘たしなめた。

「ここはひとつ、シゲチヨさんの意見も聞いてみましょう」

「言ってみろ！」

　と、キサラ。

「つまんなかったら、ただじゃおかねえ!!」

「く～っ!!」

　ハルミⅡの肩かたで哭なきながら、それでもシゲチヨ、

「つまりさ……」

　と説明を始めた。

「目には、目さ」

「目には目？」

「そう」

　頷うなずく。赤い髪かみの毛が揺ゆれた。

「クム・ビクは死んだふりをして、僕らを陥おとしいれた。だから今度はこっちが、死んだふりをする番だ」

「それって──」

　ラルゴが言った。

「つまり、クム・ナンが死んだことにして、クム・ビクをおびき出すってことか？」

「ぶっちゃけた話、そういうことだよ」

「なるほど。うめえ考えだ」

「な～んだ」

　とキサラ。

「御ご大たい層そうに勿もつ体たいぶって言うからどんな妙みよう案あんかと思えば、あたしが考えていたのと寸分違たがわず同じじゃないか」

　笑いながらシゲチヨにヘッドロックをかけるキサラ。しかしこれはちょっと強ごう引いんだ。

「異存ありません」

　と、クム・ナン。

「実は私も、それしかないかなと思っていたところです。しかし、あの用心深いクム・ビクを信用させるには、よほど見事に『死んで』みせないと……」

「難しいのは、そこなんだ」

　とシゲチヨ。

　ヘッドロックを極きめられたまま、シゲチヨは苦く悶もんの表情で言った。

「いろいろと頭を悩なやましてみたんだけど、どれもいまひとつ説得力に欠けるんだ。クム・ナンには悪いけどリアルな死に方で、クム・ビクを油断させないと……」

「本当に殺しちゃまずいけど、いかにも殺したように見せかける方法かあ……」

　ラルゴも首を捻ひねる。

「そいつはちょいと、難なん儀ぎな仕事だぜ。俺たち海かい賊ぞくは、本当に殺しちまうのなら朝飯前なんだが……」

「仲間割れ……」

　呟つぶやいたのはハルミⅡである。

「いちばんリアリティーのある殺し方は、やはり仲間割れを装よそおうことでしょうね。敵を油断させる常じよう套とう手しゆ段だんですから」

「さすがはハルミさん、暗殺用アンドロイド！」

　とキサラ。

「それを言ったらミもフタもねえだろが!!」

　窘たしなめるラルゴ。

「しかし、どうやらそいつがいちばん、よさそうだね」

「で──」

　キサラは言った。

「誰がクム・ナンを『殺す』？」

「僕は嫌いやだなあ……」

　間かん髪はつを入れずに、シゲチヨが言った。

「いくら偽ぎ装そうでも、クム・ナンを殺すなんて──」

「俺もできれば避さけたい」

　とラルゴ。

「他ほかの奴やつならともかく、たとえ冗じよう談だんでもクム・ナンだけは殺せねえ」

「となると……」

　シゲチヨとラルゴが、じ～っとキサラを見る。

「なんであたしを、見るんだよ!?」

「いや、それは……その……」

「日ひ頃ごろの行い……」

『なんじゃと～!?』

　猛もう烈れつな往復蹴げりが、シゲチヨとラルゴとを同時に襲おそった。

「もっぺん言うてみぃ～！」

「ふ……」

「ふびばへん……」

　鼻血を逬ほとばしらせながら、謝あやまる二人。

「差し出がましいようですけど……」

　ハルミⅡが申し出た。

「やはり、ここは私が──」

「ハルミさん……」

「私は感情のないアンドロイド。しかも本来の目的は暗殺用の殺人機械です。クム・ナン王女、いえ、王子を殺あやめるとすれば、やはりいちばんらしいのは私でしょうから……」

「そんなことないよ！」

　と、猛烈な勢いで反はん駁ばくするキサラ。

「ハルミさんが感情のない殺人機械だなんて、誰にも言わせないよ！　それどころか、誰よりも人間らしいよ!!」

「キサラさん……」

「じゃなきゃ、いくら『仕事』でも身を挺ていしてクム・ナンを庇かばったり、自分から嫌いやな役目を引き受けたりなんて……」

「ありがとう、キサラさん」

　微笑ほほえむキサラ。

「私、やります。立派にクム・ナン王子を、『殺して』御ご覧らんに入れますわ」

「私も──」

　それに応こたえるかのようにクム・ナンも、

「立派に『殺され』て、みせますよ」

　と、頷うなずくのであった。

「雨降って地固まるってやつか……」

　とラルゴ。雨の日の結けつ婚こん式しきの仲人なこうどのようなことを言う。

「もともとチームワークは、固かったけどね」

　とシゲチヨ。

「そういうことにしといてやる」

　と、その頭を小こ突づきながらキサラ。

「おまえにもいちおう根こん性じようがあるって、わかったしな……」

「そうと決まれば、定時連れん絡らくだ」

　ラルゴがマントの下から、小型無線機を取り出す。

「セザン、聞こえるか？」

『感度良好でやす』

　通信機から、副官セザンの弾はずんだ声。

『御無事で!?』

「ああ、全員ピンピンしてやがら。今のところはな……」

『そいつは何よりで』

「妙みように嬉うれしそうだぞ」

『へい、そうなんで……』

　恥はずかしそうに躊躇ためらいつつも、上じよう機き嫌げんのセザンである。

『留守番役たあいえ、艦かん長ちよう代理ってのはいい気分でやすね』

「もしかすると、そのまま艦長に昇しよう格かくってことも、あり得るぞ」

『質たちの悪い冗じよう談だんは言いっこなしにしましょうや。あっしが悪かった……』

「まあいい。そのまま暫しばらく、艦長代理を務めていてくれや。別命あるまで、『ギュローメ』はケルテの衛星軌き道どうに待機……というのは、今までと変わらずだ」

『早く戻もどって来てくださいよ。大将はともかく、キサラお嬢じようやクム・ナン殿でん下かや、ハルミさんがいないと寂さびしくて……』

「わかってる。まあそっちは、大船に乗ったつもりでいろ」

『その通りなんでやすが……』

「じゃ、傍ぼう受じゆされるといけねえから、そろそろ通信を切るぞ」

『お達者で──』

「セザンの野や郎ろうも変わったなあ……。半年前までは、極ごく悪あく非道の海かい賊ぞくだったんだが──」

「あたしの見るところ、いちばん変わったのはラルゴ、あんただね」

　とキサラ。

「出で逢あった頃ころとは別人だよ、実際」

「それ言わんでくれや」

　照れるラルゴ。

「ま、クム・ナン殿下の感化、かな……」

「そんな……」

　はにかむクム・ナン。

「感化されても、前とち～とも、変わらねえ奴やつもいるぜ」

　そう言って、キサラを見る。

「変わる必要がないからね」

　とキサラ。

「あたしはもともと、裏も表もない究極の完成された人格者なんだ」

　完成された人格者かどうかはともかく、裏も表もないことは確かだ。むしろクム・ナンの方が、キサラの影えい響きようで大きく変わった。

「ともかく、今は作戦の詰つめを──」

「待ってください！」

　キサラの言葉を、ハルミⅡが低く、短い叫さけびで遮さえぎった。

「足音がします……」

　押おし殺した声で言う。彼女の聴ちよう覚かくは人間はおろか、犬や蝙蝠こうもりすら凌しのぐ。銀河の生物で及およぶ者はない。

「二人……。この隠かくれ家がを目め指ざして、真っ直すぐにやって来ます！」

「やべ……」

　と、ラルゴが舌打ちし、マントの下でレイガンの撃鉄ハンマーを起こした。レイガンに撃鉄とは一見無む駄だなギミックだが、宇宙海かい賊ぞくとは何よりも、そうした『気分』を大切にする人種なのである。

「憲兵かな？」

「『敵』は明らかに、こっちの所在を知っていますね」

　とハルミⅡ。

「まさかハルミさん、尾び行こうされたのでは？」

　とシゲチヨ。

「完かん璧ぺきにまいたはずですが……。二人くらいなら、いっそ片付けてしまいましょうか？」

　その気になれば、ハルミⅡの能力をもってすれば二人を消すのに何の造作も要いらない。彼女が味方でよかったと思うのは、こんな時だ。

「待って」

　キサラが制した。

「もうちょい、様子を見よう」

「はい」

　もはや二人の足音は、常人の耳にも聞こえた。

「一人は男……もう一人は女ですね。どうやら」

　ハルミⅡの分ぶん析せき能力なら、足音を解析することさえできる。

「男の方は体重九〇キロに近い巨きよ漢かんですよ。しかも足音に乱れがありません。均整の取れた、それも明らかに訓練を受けた者の身のこなしです。女の方はそれに較くらべるとだいぶ小こ柄がらですが……。でも油断は禁物です」

「根こん拠きよは？」

　尋たずねるキサラ。

「私の勘かんです」

　とハルミ。

「『勘』ね……」

　アンドロイドの『勘』。その物言いが妙みようにおかしかった。

「おかしいですね。自分でもそう思います。でも、そうとしか言い様がないんです。私の中の何かが、そう叫さけぶとでも言ったらいいのか──」

「あなたはもう既すでに『人間』なのよ。ハルミ」

　微笑ほほえむキサラ。

「あたしがそう認めるわ」

　足音が、止まった。廃はい屋おくの扉とびらの前だ。

　全員が、息を殺す。

　心臓の鼓こ動どうが──自分の分はおろか、傍かたわらにいる者の分まで──聞こえるような気がした。

　ハルミⅡが戸口の脇わきで、油断なく身構える。その手刀は一いち撃げきで厚さ三センチの特とく殊しゆ合ごう金きん鈑ばんすら、レーザーメスで裁断したかのように断たち割ることが可能だった。

　キサラがそのハルミⅡに、目で合図した。

　視線で促うながし、クム・ナンの方を示す。

　いざとなったら『敵』を倒たおすことよりも、クム・ナンを護まもることの方を優先しろと言っているのだ。

　ハルミⅡは黙だまって頷うなずいた。

　永遠にも近い張り詰つめた時間が、さらに流れた。真っ先にその緊きん張ちように耐たえられなくなったのは、ラルゴである。

「ええい、もうどうとでもなりやがれ!!」

　大声で叫ぶ。

「出てきやがれ、二人とも！　この天下の宇宙海かい賊ぞく、ドクロク・ド・ラルゴ様が相手になってやるぜ!!」

　今にも扉を蹴け破やぶらんとする彼かれを、

「バカ！」

　とキサラが一いつ喝かつ。

「つくづく堪こらえ性しようのない奴やつだな、てめ～は!!」

　ラルゴの巨きよ体たいを盾たてにするように、銃じゆうを構える。

「ハルミさん、殿でん下かを──!!」

「はい！」

　素す早ばやくバックアップするハルミⅡ。完かん璧ぺきな連れん携けいである。

「ホールドアップ！」

　ドア越ごしに照準を合わせるキサラ。

「来やがれ！」

　が──、

「大だい丈じよう夫ぶです」

　妙みように落ち着き払はらった男の声が、扉とびらの向こうから聞こえた。

「我々は味方ですよ」

「わかるもんか！」

　とキサラ。

「『敵』は大たい抵てい、そう言うからね。油断させるために……」

「敵意のないことを、証明してみせましょうか？」

　男の声は言った。洗練された知性すら感じさせる、若い男の声だ。しかも綺き麗れいな、銀河標準語だった。少なくともケルテ人には、こんな綺麗な標準語は喋しやべれない。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーさん……」

「え──」

　敵はこちらの正体を見み抜ぬいている。

「扉とびらを開けてください。そうすれば、我々が敵でないことははっきりしますから……」

「どう思う？」

　キサラがハルミⅡを見た。

「ああは言ってるけど、信用しちゃっていいのかな？」

「さあ……」

　とハルミⅡ。

「声を解かい析せきしてみた限りでは、明確な害意はないようですが、不確定要素があまりにも……。ドアの向こうを、赤外線でスキャンしてみましょうか？」

「お願い……」

「では──」

　ハルミⅡの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん赤い輝かがやきを放った。

「人間ですね」

　とハルミⅡ。

「それも地球人のようですわ。やはり男女です。男は長身、それと……」

「何？」

「護身用と思おぼしき武器は携けい行こうしていますが、今は二人とも手にしていません。男は身長一八五センチ、女は一七二センチ……。二人とも、両手を上に上げています。ホールドアップの格好です」

「その通りです」

　今度は女の声が言った。

「我々は、味方なんです。少なくとも、クム・ビクの手先ではありません。どこかに潜ひそんでいる、クム・ビクのね」

　事情に通じていることを、仄ほのめかす。女の声も若く張りがあり、理知的だった。

「ラルゴ」

　と、小声で命じる。巨きよ漢かんの宇宙海かい賊ぞくをも完かん璧ぺきに顎あごで使う術を、キサラは身に付けていた。

「扉を開けて。でも油断するんじゃないわよ」

「わかってる……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、ラルゴは頷うなずいた。

「せ～の！」

　美形と言うほどではないが整った顔の男と、同じく美女と言うほどではないにせよ端たん正せいな顔立ちの女とが、両手を上げて立っていた。男はスーツにコート姿、女もスーツにパンプスという格好であり、とてもこの場の雰ふん囲い気きにはそぐわない。まるでセールスマンか保険会社の勧かん誘ゆう員いんといった出いで立たちなのである。

　いや、実はまさしく、その通りなのだった。

「自己紹しよう介かいが遅おくれました」

　と、男がポケットから金属製のカードを取り出しつつ、言った。一瞬銃じゆうが出て来るのかと思ったが、それはなんと極ごく薄うすの特とく殊しゆ合金で造られた、名めい刺しであった。

「私、こういう者です」

　キサラは名刺を読んだ。
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「保険屋さんが、何の用？」

　思わず尋たずね返す、キサラ。

「もちろん──」

　と、営業用スマイルでサランドンは言った。

「勧誘ですよ。保険屋が、こんな所にまで危険を冒おかして来る以上はね」

「どういうメリットがあるの？」

「双そう方ほうに得になるからこそ、契けい約やくと言うんですよ」

　微笑ほほえみつつ、サランドン。

「実はですね──」

　と、手にしたアタッシェケースを開いて、中からパンフレットを取り出す。

「我わが社の戦時非常時革命時特約プラン『ゆうじくん』をお勧すすめに参った訳でして……。比ひ較かく的安価な『あんしん』コース、もっともリターンの大きい『ほほえみ』コース、そしてさらに多くの軍資金が無利子無担保で借り出せ、いざという際には逃とう走そう資金まで御ご融ゆう資しできる『ばんじゃく』コースと、ケース・バイ・ケースで色々取り揃そろえてございます。お客様の様々なニーズに、フレキシブルに対応できるかと……」

「そんなので商売になるのか？」

　と、呆あきれつつラルゴ。

「なります！」

　サランドンは豪ごう語ごした。

「戦争ほど金になることは、宇宙にございません」

「保険屋さんも、大変ね」

　とキサラ。

「はるばるこんな所まで、危険をも顧かえりみずってわけ？」

「我々はそのために、特とく殊しゆ訓練も受けていますからね」

「な～んか、胡う散さん臭くさいんだなあ……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、キサラ」

　シゲチヨがそっと、耳打ちした。

「銀河海上火災と言えば、この業界じゃ超ちよう大手だよ。それに毎年新卒大学生の、就職希望じゃ人気ナンバーワンなんだから……」

「ンなこたいちいち言われんでも知っとるわい！」

　シゲチヨの赤い髪かみを、搔かき毟むしるキサラ。

「それよりどうして、あたしたちがここにいることを？」

「我が社独自の、情報ネットワークですわ」

　と、女の方が言った。

「申し遅おくれました」

　と、彼女も名めい刺しを出す。やはり営業二課の主任で、ヘレン・クレイトーといった。

「我が社の顧こ客きやく管理は、宇宙一です。こう申しては何ですが、リストアップ能力では、惑わく星せい連合宇宙軍にも負けませんわ」

「う～ん、わざわざ課長と主任が、来るくらいだからなあ……」

「それどころか」

　と、クレイトー女史が言った。

「我が社の社長御おん自みずから、今回のあなた様方の活かつ躍やくには大変御ご執しゆう心しんですわ」

「社長って……」

　と、シゲチヨが言った。

「もしかして、銀河海上火災の社長というのは、あの銀河一のコンツェルン、ロータスブロッサムグループの会長、アントン・ハリー・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅥ世の孫で、宇宙一の御おん曹ぞう司しの異名を取る、レオナルド・リチャード・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅨ世のこと？」

「はい。その通りです」

　こともなげに、サランドンは言った。

「ケッ、宇宙一の金余りぼんぼんかよ」

　と、一いつ蹴しゆうするキサラ。

「そういうバブリーなのが、いちばんいけ好かねえんだ」

「ははは、その歯に衣きぬ着せぬ物言い、さすがですな」

　とサランドン。なかなかに度量が大きい。

「さすがはあのタイラー元大統領の御ご令れい嬢じよう、社長が見込んだだけのことはありますな」

「あんたみたいな部外者にそう言われるのって、いっちゃんアッタマくんのよね～!!」

「まあそうおっしゃらず。ここはひとつビジネスとして、ドライにいきましょう」

「ビジネスになるの？」

「なります！」

　きっぱり。

「我わが社は、かの颱たい宙ちゆうジェーンの時もプロジェクトに出資して、資本を倍増しております。他ほかの保険会社があまりにもリスクが大きいとして援えん助じよを控ひかえたため、我が社はほとんど一手独どく占せん、破格の利益を手にしました。見返り以上でしたね」

「それって博打ばくちじゃない」

「そうです。ですが、我が社の歴代社長は、皆みな博打好きな方が揃そろっておいでなのです。宇宙暦れき以前からの名門財ざい閥ばつを統合したということもありますが、その経営手しゆ腕わんなくば、とてもここまでグループを大きくはできなかったでしょう。我がグループの経営モットーは『爪つめ切きりから宇宙戦せん艦かんまで』です。かの『樺から太ふと』も『信濃しなの』も、皆我がグループの提てい携けいでして……」

「ふ～ん」

　頷うなずくキサラ。

「その若きぼんぼん社長が、今回はケルテの革命に御ご執しゆう心しんってわけ？」

「はい。ですがより正確には──」

　サランドン、ここでにやっと嗤わらい、そして言った。

「社長……リチャード坊ぼっちゃんは、実はあなたに御執心なのですよ」

「へ──!?」

　目を丸くする、キサラ。

「あたし!?」

「はい」

　頷くサランドン。

「どうか一度、社長にお逢あいしてはいただけませんでしょうか？　今回私は、そのための名みよう代だいとしても来ておる訳でして……」

「でも……。このケルテを離はなれるわけにはいかないし……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　とどめをさすように、サランドンは言った。

「社長は御おん自ら、この惑わく星せいケルテに来ております」

「社長が!?　わざわざ危険を冒おかして!?」

「はい。社長は、もともととても冒ぼう険けん好きな御お方かたなのです。しかし、その社長とてもわざわざ動くとは……。キサラさん。それほどまでにリチャード坊っちゃんは、あなたのことを高く評価しておいでなのですよ。どうか、是ぜ非ひ！」

「そ、そういう状じよう況きようじゃ、ないんだけどなあ……」

　頭を搔かきつつも、もちろん悪い気はしないキサラであった。

「どうしたもんか……」

「商売抜ぬきで、逢ってみれば？」

　とシゲチヨ。

「その社長に、興味があるよ、僕も──」

　この時点でシゲチヨは、レオナルド・リチャード・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅨ世なる人物をもう少し警けい戒かいしてかかるべきであった。そうしておけば、後にあれほど板いた挟ばさみとなって、苦労することもなかったはずである。結果として彼は、生しよう涯がい最大のライバルを、キサラに引き合わせてしまったのである。

「そうか……」

　キサラもまた、珍めずらしくこの時ばかりは、シゲチヨの進言をすんなりと呑のんだのである。普ふ段だんなら、

『あたしに進言するたあ百万年早え！』

　とか言って、彼の頭を十発は小こ突づいていたろう。

「逢って、みようかなあ……」

　思えばそれが、その後の疾しつ風ぷう怒ど濤とうの人間ドラマへの、何気ない一言ではあった。














第二十三章　ディック









「父さんが提てい督とくだから、このクラスの車に乗るのも、初めてってわけじゃないけどさ……」

　偏へん光こうスクリーンを貼はったウィンドーに顔を近付け、ガラスに映った自分の顔を指でなぞりながらシゲチヨは言った。

「正直、このケルテでこんなのに乗れるとは、夢にも思わなかったなあ……」

『こんなの』とは、後部シートが六人掛がけの対座シートになった、リムジンエアカーのことだ。ちょっとした戦車と同じくらいの重量と、耐たい久きゆう性せいを誇ほこる。大型トラックに追つい突とつされたくらいでは、ビクともしない。せいぜいトラックの方が大破するくらいのものである。

「おそらく、軍で使用しているＶＩＰ用のリムジンよりも、頑がん丈じようなはずですよ」

　ハンドルを握にぎりながら、サランドンが言った。

「市し販はんヴァージョンをベースに、極限まで強度を上げ、内装はもとより、オプションも凝こりに凝っていますからね」

「なるほど。確かに悪あく趣しゆ味みだ」

　と、ビロードと正しよう絹けん、それに毛皮をふんだんにあしらった内装を眺ながめ回しながらキサラは言った。

「でもまあ、安全基準をクリアしているのは、いいことだ」

「携けい帯たい火器では、このクルマの装そう甲こうを貫かん通つうすることはできません」

　とサランドン。

「ガラスも、防ぼう弾だんはもとより、レーザー光線をも通さない特とく殊しゆコーティングを施ほどこしていますからね」

「要するに、最高級のＶＩＰ用って訳か……」

　大人三人が楽に並んで腰こし掛かけられる後ろ向きシートを、ほとんど一人で占しめながら、ラルゴが言った。その隣となりでシゲチヨは窮きゆう屈くつそうだ。

「こんなクルマを惜おし気もなく下げ駄た代わりにする坊ぼっちゃんか……。逢あってみたくなったぜ」

「逢って後こう悔かいすれば」

　とキサラ。

「どうせ、ろくでもない金持ちぼんぼんに決まってる。嫌いや味みなだけで、頭の中は空っぽか、さもなきゃ一生かかっても使い切れない自分の財産の、利子の計算に手一いつ杯ぱいで人生を浪ろう費ひするタイプか……」
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「何も申しますまい」

　と、サランドンはさすがに大人だった。

「変な先入観のない頭白紙の状態で、リチャード坊っちゃんにはお逢いして頂きたいですからね。逢って、御自分の目で判断を下して頂きたい」

「ケッ」

　と吐はき棄すてるようにキサラ。

「あのねえ、サランどん」

　キサラの頭の中は、サランドンの、『サラン』までが片仮名で、『どん』は平仮名だ。要するに例えば『西さい郷ごうどん』や『田た吾ご作さくどん』の『どん』と同じような接せつ尾び語なのだった。だが単に言葉の響ひびきだけでは、サランドン本人にはそこまではわからない。もしも頭の中ではキサラがそう発音していることを知ったら、サランドンはパニックに陥おちいるかも知れない。

「宇宙一の大金持ちであること自体、既すでにしてじゅうぶんな先入観じゃなくて？」

「そうとも言えます」

「どうせ、苦労知らずなんでしょ」

「誰だれにも、それなりの『苦労』はあるものです」

　とサランドン。

「金持ちには金持ちなりの、大金持ちには、大金持ちなりのね」

「とことん嫌いや味みな奴やつ……」

「リチャード・フヨウⅨ世は──」

　と、キサラとハルミⅡとにガードされながら、後部シートのクム・ナンが尋たずねた。フルネームがあまりにも長ったらしいので、普ふ通つうは──例えばフォログラム新聞などでは──こう省略されることが多い。

「どのくらい財産を持っておられるのですか？」

「それは、社長個人として、という意味でしょうか？」

　助手席のクレイトー女史が振ふり向いて、逆に尋ねた。

「それとも企き業ぎようとして、グループとして？　それともフヨウ一族全体として、という意味でしょうか？」

　別に嫌味ではないのだが、確かに庶しよ民みんからみれば嫌味たらたらである。クム・ナンは歴れつきとしたケルテの王族だが、その彼かれでさえリチャード・フヨウⅨ世から見れば一いつ介かいの庶民でしかない。

「彼、個人として……」

「わかりません」

　と、クレイトーは首を振った。

「自分がいくら持っているか知っているようでは、本当の金持ちとは言えませんわ」

「だいたいの目安は？」

「社長個人で、星系を三十個ばかり所有しておられます。純じゆん粋すいに、個人名義で、です」

　惑わく星せいではない、星系を、である。

「会社名義では、銀河の居住可能星域の十八パーセントです。ロータスブロッサムグループ全体では、六十パーセントを超こえるでしょう。そういう意味では、社長は金持ちというよりも『星持ち』ですわ。資産は常に流動しており、全銀河を駆かけ回っております。いえ、銀河を動かしているのは、ロータスブロッサムグループのお金なんです」

　誇こ張ちようではあるまい。たとえば今日は誰かのポケットにある金も、ロータスブロッサムグループが一時的に、その人物に預けている金ということもできる。いずれはグループの系列銀行を通じてグループの金庫に戻もどり、また出てゆく。

「なんかますます……」

　とシゲチヨは頭を抱かかえた。

「妙みような先入観を持ってしまいそうで、やだな」

「う～ん。ここんところ、妙におまえと意見が一いつ致ちするなあ……」

　とキサラ。

「調子悪い、証しよう拠こだ」

「それは……あんまり……」

「こら！　息で曇くもったウィンドーに指で絵を描かくな!!」

「『の』の字なんですけど……」

「同じこと!!」

「しかし、この惨さん状じようは──」

　窓から荒あれ果てた首都バーハムの街並を眺ながめながら、胸を痛めるクム・ナン。

「ひどい。ひど過ぎる……。実際に現実として見ると、テレビ以上の悲惨な状態だ。ああ、追われる身でなかったら、今すぐこの足で外に降りていって、この手で瓦が礫れきを搔かき分けたいのに……」

　偽いつわらざる心境であろう。

「ロータスブロッサムグループは──」

　サランドンが言った。

「復興に、出資しますよ。いや、既すでに出資していますが、もっと大規模に援えん助じよします。キサラさんとリチャード坊ぼっちゃんとの間で、『商談』さえ成立すればね」

「おいこら、サランどん！」

　キサラが叫さけぶ。

「しみったれたこと言ってないで、ドーンと義ぎ捐えん金きん出しなさいよ。ロータスブロッサムグループから見たら、いいえ、社長のポケットマネーでも、ケルテくらいの惑わく星せいの十や二十ならまるごと買えるんでしょ!?」

「確かにそうです」

　頷うなずくサランドン。

「しかし、これはビジネスですからね。投資した以上は、回収しなければいけない。金額の大小ではないのです。たとえ一ギガタイラスでも、無む償しようの義捐金は出さない。将来回収可能なら、たとえ何百年かかっても巨きよ額がくに投資する。それが我わがグループのやり方でしてね……。極言すればそのあたりの金銭感覚がしっかりしていたからこそ、銀河一のコングロマリットになれた訳でして……」

「で、あたしにおたくの社長と、何の話をしろとおっしゃるの？」

「そうですね……」

　バックミラーの中で、サランドンはニヤリと嗤わらった。

「世せ間けん噺ばなしでも、してください。それで坊っちゃんは、じゅうぶん満足なさることと思いますよ」

「ぬゎにぃ～!?」

　目を剝むくキサラ。

「人をここまで大おお袈げ裟さに呼びつけといて、世間噺だとぉ～!?　事と次し第だいによっちゃ、ただじゃおかねえぞぉ～!!」

「まあそう、とがらないで……」

　やんわりと制するサランドン。

「お言葉ですが、そちらにも、それなりの見返りはあったと思いますがね……。食しよく糧りようと安全な場所の確保……。違ちがいますか？」

「その通りです」

　とクム・ナン。

「感謝します。言葉では言い表せないほど……」

「だからって、それと抱だき合わせに要求しているモンが、気に入らないのよ！」

　とキサラ。

「感謝することなんかないって、クム・ナン。このおっさんだって、感謝の言葉なんか、欲ほしくはないんだわ。すべてはビジネス、ビジネスよ」

「痛いところを、突つかれましたね……」

　頭を搔かく。

「しかし、感謝も心からのものであれば、我々も嬉うれしい。やり甲が斐いがある。ビジネス第一であることは変わらないし、どんな嫌いやな奴やつとも利害のためなら商売しますが、やはり笑え顔がおはビジネスを円えん滑かつにする潤じゆん滑かつ剤ざいです。笑顔は無料、しかし有ゆう償しよう、そういうものです」

「おまえはハンバーガー屋のマネージャーか!?」

「はい。入社時の研修で、二か月ばかり系列のファストフードショップのロータスキッチンに出向したこともございますよ」

　営業スマイルで、サランドン。

「せっかくだけど、あたしの贔ひい屓きはスタードナルドだからね」

　とキサラ。

「尾お頭かしら付きイセエビバーガーは、絶対スタードナルドの方が美お味いしいもん！」

「はい。否定しません」

　とサランドン。

「一応私も、ライバル店のメニューは一通り研究してみました。確かに私が会社の立場を離はなれた客なら、イセエビバーガーではスタードナルドに軍配を上げるでしょう」

「それみろ」

「しかし──」

　サランドンはムキになっていた。

「ポテトとアップルパイは、絶対ロータスう　ちの方が美味しい！　店員の質と制服も!!」

　どうやら彼は、結構熱心な出向マネージャーだったようである。

「いずれにせよ、あんたが作ったハンバーガーを食べずに済んで、よかったわ」

「甘あまいですよ、キサラさん」

　ニヤリ北ほく叟そ笑えむサランドン。

「あなただって絶対、ウチの系列のファミリーレストランやステーキチェーンのメニューを、どこかで食べているはずですからね。さもなくば、コンビニで……」

「今後は一いつ切さい、食べないわ」

　そう言って、メモを出す。

「系列チェーンをリストアップさせて！」

「そろそろ着きましてよ」

　クレイトーが言った。

「世せ間けん噺ばなしをしている間に──」

「あれは……」

　窓の外を見ながら、クム・ナンが言った。

「ホテルリージェントパレス……」

「はい」

　頷うなずくサランドン。

「社長はあの、最上階ロイヤルスィートにおいでです」

「ロータスブロッサムグループの、資本だったのか……」

「それにしても、ほとんど、いやまったく無傷じゃないか!?」

　驚きよう愕がくのラルゴ。

「市街地はモロ戦場になって、えらい惨さん状じようだっていうのに……」

「ウチの出資ですよ。もとの造りからして、違ちがいます」

「だろうな……」

「それにリージェントパレスは、マスコミや各惑わく星せい国こつ家か駐ちゆう在ざい員いんの、指定常宿ですよ。あのＣＮＮギャラクシーウォッチの、ジョー・ベレンジャー特派員も、このホテルを根城ペースに取材を続けているんです」

「ああ、あの……」

　クム・ナンが頷いた。彼が二度と帰らないと誓ちかったこのケルテに戻もどって来ることになったのも、彼の報道中ちゆう継けいを見たからである。

「いかにクム・ビクが暴君でも、マスコミの籠ろう城じようするこのホテルには、指一本出せはしませんよ。マスコミを敵にするということは、即すなわち全銀河を敵に回すということですからね。せいぜい厳重に包囲警けい戒かいして、出入りの人間をチェックするくらいで」

「チェック……」

　シゲチヨの表情が、一いつ瞬しゆん凍こおり付いた。

「チェックがあるんですか……？」

「ところが──」

　またしても北ほく叟そ笑えみ、サランドンは言った。

「このクルマは、フリーパスなんです。もちろん、このクルマに乗っているというだけで、同乗者もね……」

「どうして？」

　とシゲチヨ。

「頭悪わりいぞ、シゲチヨ！」

　キサラの叱しつ咤た。

「そうか……。ロータスブロッサムグループは、裏でクム・ビク派とも取引してるのね」

「裏で取引とは言葉が悪い。ビジネスと訂てい正せいして頂きましょうか。ビジネス、と」

「同じことじゃない」

「でもまあ、そのお陰かげであなた方も、ひとまず安全だ。あの廃はい屋おくは今いま頃ごろ、クム・ビク派の兵士たちに踏ふみ込まれていることでしょうね……」

「売りやがったな！」

　ラルゴが摑つかみかからんばかりの勢いで叫さけぶ。

「間かん一いつ髪ぱつでね」

　とサランドン。

「我々の情報網もうを、侮あなどらない方がいいですよ。敵に回さない方が……」

　一いつ旦たんエアカーを道みち端ばたに停とめて、恫どう喝かつするようにサランドン。企き業ぎよう的てき脅きよう迫はくというやつだ。あくまでもビジネスである。

「さあ、どうします？」

　一行を見る。

「ここから、歩いて頂いても──」

「わかったわ」

　とキサラ。

「あんたも喰くえないけど、商売上手なことは認めてあげる」

「褒ほめ言葉と、受け取っておきます」

「あたし一人と、シゲチヨまでなら、どうとでもなる。あんたのその頰ほおを二、三発張り飛ばして、啖たん呵か切ってクルマ降りてやったとこよ。でも──」

　横目でクム・ナンを見る。

「今は……我が慢まんしてあげる」

「キサラ……」

　クム・ナンが申し訳なさそうに、キサラを見た。

「すみません……」

「大人になったなあ……」

　ラルゴの言葉が、せめてもの慰なぐさめであった。

「初めて逢あった頃ころと較くらべたら、別人だぜ」

「さ、やって」

「はい……」

　リムジンを出すサランドン。

「言っておきますが、社長……坊ぼっちゃんは私ほど悪人という訳ではありませんよ」

「だといいけどね……」

「汚きたない泥どろは、全部我々が被かぶるようにしているのです。我々が、喜んでそうしていることも、御ご考こう慮りよ頂きたく……」

「それは直ちよく接せつリチャードとやらに、逢ってから決める！」

　ふんぞり返るキサラ。

「よしなに──」

　検問は、本当にフリーパスだった。簡単なチェックすらしない。

「ロータスブロッサムグループ、様さまだな……」

　とラルゴ。こうも『実力』を見せつけられては、納なつ得とくせざるを得ない。

「社長は……」

　と、ホテルのゲートを潜くぐり、地ち下か駐ちゆう車しや場じようにリムジンを停とめてからサランドンは言った。

「キサラさんとだけ、お逢いになるそうです。その他の方は、どうかそれぞれに御用意させて頂いた部屋で、お寛くつろぎください」

「部屋割り、見せて」

　ぬかりなくキサラ。

「はい……」

　クレイトーが、部屋の番号を書いた紙と、カードキーを差し出す。

　クム・ナンがエグゼクティヴ・スィートで、他はスーペリア・ルームだった。

「殿でん下かをお願い……」

　ハルミⅡに囁ささやく。

「どんなことがあっても、側そばを離はなれちゃ駄だ目めよ」

「わかりました」

　頷うなずくハルミⅡ。彼かの女じよがいればこそ、安心してクム・ナンの護衛を任せることもできる。

「命に代かえても──」

「小こ癪しやくなことを言う、アンドロイドですな」

　サランドンが鼻で嗤わらった。

「命に代えても、か……」

「ハルミさんには、本当に命があるの！」

　猛もう烈れつに嚙かみ付くキサラ。

「グダグダ吐ぬかすと、リチャードに逢あってやんねえぞ!!」

「失礼は平ひらに……。こちらです」

　わざとらしく咳せきをして、最上階へのエレベーターへと先導する。

「何か社長とやらに、伝言ある？」

　仲間たちを振ふり向くキサラ。

「じゃあ俺おれの代わりに、一発殴なぐっておいてくれ」

　ラルゴが言った。

「できれば目の周りに、痣あざのできるようなやつを──」

「喜んで引き受けたわ。他ほかには？」

「私からは、くれぐれも、御礼を──」

　合がつ掌しようするクム・ナン、

「わかった……」

　冷ひや汗あせのキサラ。

「じゃ、殴った後で御礼を言うことにしとくわね」

「それでいい」

　エレベーターのドアが閉まる。

「キサラは一いち撃げきで、リチャードを殺しかねないよ」

　とシゲチヨが言った。

「たとえ彼が、むくつけき大男でもね……」

　怒おこった時のキサラのパワーは、常じよう軌きを逸いつしている。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　思いの外ほか、クム・ナンは心配していない。

「キサラは相手を見て、パワーを加減する。そういうことも、できる人ですから……」




「おい、極ごく悪あく人にん！」

　エレベーターの中で、サランドンを呼び捨てにする。

「何でしょう？」

　認めている。

「クム・ナンにもしものことがあったら、ただじゃおかねえからな。他の連中にもだ」

「わかっていますよ」

　悪人なりに微笑ほほえむサランドン。

「ですが、こちらも申し上げておきましょう。リチャード坊ぼっちゃんに、指一本触ふれるようなことがあれば──」

「そのコートの下のよく喋しやべる機械が、ただじゃおかないってか？」

「はい」

「大丈夫だよ。せいぜい半殺しくらいにしとくから……」

「敵かないませんな……。あなたには」

　エレベーターの扉とびらが開いた。

「こちらです」

「意外に質素な、ロイヤルスィートだな」

　と、ごくありきたりに絨じゆう毯たんを敷しき詰つめただけの廊ろう下かを見ながら、キサラ。

「あたしゃもっと、悪趣しゆ味みかと思ってたわよ」

「坊っちゃんの趣味は、質素ですよ」

　とサランドン。

「とても質素な、御方です」

「ふうん……」

　くんくんと、鼻をひくつかせるキサラ。

「ねえ」

「はい」

「なんだか、昇しよう汞こう臭くさくない？」

「はい」

　頷うなずくサランドン。

「やはりお気付きですか……」

「鼻はいいのよね」

　とキサラ。

　昇汞とは、塩化第二水銀のことである。猛もう毒どくだが、ごく薄うすい水すい溶よう液えきは殺さつ菌きん・消毒に用いられる。昇汞臭いとはつまり、病院の廊下や、保健室の匂においがするということだ。

「それに、何、あの連中……」

　廊下に屯たむろしている白衣の男女の数は、尋じん常じようではない。

「なに？」

「医師と、看護婦です」

　眉まゆひとつ動かさずに、サランドンは言った。

「見りゃわかるわよ！」

「侍じ医いですよ。専門の医師団なんです」

「まるで、重病人でもいるみたいね。下へ手たな病院より、物々しいじゃない？」

「はい」

　頷くサランドン。

「おります。一人……」

「え──!?」

「こちらへ──」

　キサラをドアへと促うながす。

「戻もどりました」

「サランドンか？」

　若い、男の声がドア越ごしに聞こえた。澄すんでいる。

「はい」

「御苦労だった。首しゆ尾びは？」

「滞とどこおりなく……」

　妙に畏かしこまる。サランドンほどの人物が緊きん張ちようしているのだ。

「タイラー嬢じようを、お連れ致いたしました」

「よくやった！」

　声が弾はずんでいた。

「どうか、こちらへ……」

「は──」

　厳重にロックされていた、重い鉄のドアが開く。

「どうぞ。リチャード坊ぼっちゃんです」

　キサラは──芸のない喩たとえだが──絶句して立ち尽つくした。




「初めまして。私がリチャード・フヨウⅨ世です」

　プラチナブロンドの貴公子が微笑ほほえんでいた。厚いビニールシートの向こうで。掛かけ値ねなしのハンサム。それなりに長身で、スタイルもいい。だがその部屋全体に蚊か帳やのように張り巡めぐらされた、透とう明めいなシートが無ぶ粋すいである。

　淡あわいブルーグレーの三つ揃ぞろいスーツを着た青年の微笑みは、最初の一いつ瞬しゆんにキサラの心臓を射い抜ぬいていた。

「よろしく」

「あ……ああ」

　自分でも、不様と思うくらいの反応しか示し得なかった。それはあまりにも、彼がキサラの予想とは対極にある人物だったからである。あらゆる意味で──。

「これが……？」

　と、直接リチャードに尋たずねることも憚はばかられて、思わず傍かたわらのサランドンに助けを求めた。

「そうなの？」

「はい」

　頷うなずくサランドン。

「レオナルド・リチャード・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅨ世様……社長です」

「いちいちそう呼ぶのも、大変でしょうから……」

　と、シートの向こうからリチャードは言った。拡声器を通した声だったが、微み塵じんもそれを感じさせない清せい涼りような印象がする。淡いプラチナブロンドの髪かみ、ペイル・ブルーの瞳ひとみ、そして女であるキサラですら羨うらやましくなるほどの抜けるように白い肌はだ──。

　リチャードはまさしく、淡たん彩さい画がのように透すき通った印象を与あたえる青年であった。

「ディックと呼んでください。親しい者たちの間では、それで通っていますから」

「よろしく、ディック……」
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「はい。よろしく、キサラ」

　胸がドクンと鳴った。こんな感覚は、かつてない。

「ね、ねえ……」

　キサラはまだ、リチャードに直接声をかけることを躊ちゆう躇ちよしていた。仲ちゆう介かい役やくのサランドンを通しての、ぎこちないコミュニケーションしか為し得ないのだ。

「あのさ、サランどん。この、なんて言うか……」

「ビニールシートですか？」

　さすがにサランドンはキサラの質問の先を読んでいた。

「そう」

　と、頷くキサラ。

「ディックってば、ビニールハウスの中で暮らすのが趣しゆ味みなの？」

「そうですよ」

　サランドンではなく、ディック本人が答えた。

「趣味なんです。見ての通りの、変人なもので……」

「名前だけが一人歩きして、マスコミに顔が出てこないのを不思議に思ってたのよ。まさか、こんな人だったとはね……」

「マスコミには、厳重な箝かん口こう令れいを敷しいています」

　とサランドン。

「宇宙に冠かんたる、ロータスブロッサムグループの、圧力でね……。坊ぼっちゃんの正体を知っている者は、私も含ふくめてほんのひと握にぎりの側近だけです。部外者では、あなたが初めてですよ、キサラさん」

「ふうん……」

　ビニール越ごしに、ディックを見る。住んでいる環かん境きようと、際きわ立だった容よう貌ぼうを除けば、ごく普ふ通つうの青年である。シゲチヨよりも繊せん細さいそうで、シゲチヨよりも背が高い。

「あなた、いくつ？」

　と、初めてダイレクトに尋たずねてみる。

「二十一です」

　と、ディック。

「来週の水曜日で、二十二になります」

　立居振ふる舞まいが、いちいち洗練されていた。

「二十二年近く、ずっとこんな暮らしを？」

「はい」

　頷うなずく。

「でも、不便を感じたことはありませんよ。優ゆう秀しゆうな執しつ事じと家庭教師が付いていますからね」

「ひょっとして……」

　キサラ。

「学校に通ったことも？」

「ありません」

　微笑ほほえんだ。

「でも、通信講座で銀河中央大学経済学部の卒業資格を、十六の時に取得しました。現在は修士過程を終え、業務の合間を縫ぬって博士論文を執筆中でしてね」

　屈くつ託たくがない。これほど楽しそうに、かつ魅み力りよく的に自分の身の上を話す若者を、キサラは見たことがなかった。普通の学生生活を送っていたとしても、さぞや人気者になれたであろう。クム・ナンとはまた違ちがった意味の、カリスマがある。

「もっと近くで、あなたのお話を聞きたいわ」

　柄がらにもなく女言葉で、キサラは言った。自分でも違い和わ感があるが、かといってこの貴公子の前で──いつもシゲチヨやラルゴを相手に話しているような──ぞんざいな言葉遣づかいはできなかった。

「あたしも、このビニールハウスの中に入っていいかしら？」

「いけません」

　びっくりするような強い語気で、サランドンが叫さけんだ。殺気走っている。

「絶対に……」

「これ、サランドン」

　ディックが窘たしなめた。

「お客様に御無礼だぞ」

「申し訳ございません……」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんのサランドンも、ディックの前では妙みように腰こしが低かった。というか、心しん酔すいしきっている。

「ですが、こればかりは──」

「う～ん。如何いかんともし難がたいんだよなあ……」

　プラチナブロンドの髪かみを指先で搔かき回すディック。

「残念ながら──」

「どうして？」

　キサラは素す直なおに疑問をぶつけてみた。

「坊ぼっちゃんは──」

　重々しい口調で、サランドン。

「生まれつきの免めん疫えき不全体質のために、この無む菌きん室を出られないのです……」

「免疫不全体質？」

「つまりね」

　と、これほど明るく話していいの？　と思える軽い調子で、ディックは言った。

「僕ぼくはこのビニールの外に出たが最後、雑菌にやられて五分で死んじゃうんだな、これが──」

「マジ？」

「そう、マジ」

　微笑ほほえむ。

『この軽さ、明るさ、どこかパパに似てるわ』

　と、キサラは思った。

『そりゃディックの方が、ずっとハンサムだけど……』

「書類の受け渡わたしも、業務一いつ切さいも、すべてこのビニール越ごしってわけ」

『どうしたらそんなに、明るくしていられるの？』

　不思議だった。

「だから残念ながら、君ともこういう形でしか、逢えない。わざわざ来て頂いて、申し訳ないが……。色々と不ふ手て際ぎわがあったと思う。すまない……」

　頭を下げた。

「社員に成り代わり、僕が謝あやまる」

「頭を上げてよ」

　どぎまぎしながら、キサラは言った。

「調子狂くるうなあ、もう……」

「どうします？」

　サランドンがそっとキサラの耳に顔を近付け、囁ささやいた。

「殴なぐりますか？」

「あのね、サランどん」

「はい」

「ラルゴやシゲチヨには、あたしが思い切りディックをぶん殴ったことにして、口裏を合わせてね……」

「はい……」

　微笑むサランドン。

「そうおっしゃられるだろうと、思っておりました」

　ここまでくると確信犯である。

「聞こえてるぞ、サランドン」

「は──」

　思わずしゃちほこばる。

「失礼致いたしました！」

「キサラさんと二人だけで、話がしたい」

　とディック。

「済まないがちょっと、外してくれ」

「はっ！」

　辞じ儀ぎして、退さがる。

「あの狂きよう犬けんを、よく手て懐なずけたわね」

　感心するキサラ。

「あれは悪い漢おとこではない。ちょっと礼れい儀ぎ知らずだが、僕には従順だ。僕を気き遣づかうが故ゆえのあの態度、許してやって欲ほしい」

「そりゃ、許すけどさ……」

　ようやくいつものキサラらしさが戻もどってきた。

「あれこれ、不便じゃない？」

「その不便さえ楽しむ術すべを、僕は十とうまでに身に付けてしまった……」

　ちょっと哀かなしい色の瞳ひとみで、彼は言う。

「こういう暮らしも、悪くないよ。一種の特権ではないかとさえ、最近では思えるようになってきた」

「ふうん……」

　面おも白しろいなと、キサラは思った。ディックと話していると、彼の境きよう遇ぐうを気の毒というよりも、率そつ直ちよくに言って『面白い』とさえ思えるのだ。それほどに彼の話術は巧たくみであった。

「でも実際問題、あなたと握あく手しゆすらできないなんて、哀かなしいな。雑ざつ菌きん塗まみれの、と言うよりは、自らが歩く雑菌のような、あたしとしてはね」

「あなたは僕が思っていた以上に、素す晴ばらしい女ひ性とだ」

　と、ディックは心から楽しそうに笑った。

「素晴らしいエスプリだ」

「別に、そういうつもりで言ったんじゃないんだけどな……」

「気を悪くしたのなら、謝あやまるよ。それから──」

　無菌室の、片かた隅すみを見る。

「僕と握手したいのなら、そこに手を入れて」

　シートの一部が、ゴム手て袋ぶくろのようになっていた。

「無ぶ粋すいだけどさ……」

「喜んでそうするわ」

　キサラは手袋状のシートに右手を入れた。ディックの手は、暖かかった。

「ここに小さな穴が開いただけで、あなたは死んでしまうの？」

「……らしい」

　とディック。

「自分でも、信じてはいないんだけどね。何度もこの無粋なビニールを破って、外を歩きたい衝しよう動どうに駆かられる。発ほつ作さみたいにね。で、実は医師たちの言うことが全部噓うそなんじゃないかって、思えてならない。この中にいる限り、僕は健康だ。一人でボディービルもすれば、無菌プールで水泳もする。でも、自分の体質が本当にそうなのかどうか、確かめる勇気はないな……それが口惜おしい」

「辛つらいでしょうね？」

「人にはわからない辛さはあるよ。でも同時に、人には絶対わからない楽しさもあるんだ」

「たとえば？」

「外の世界の誰かになりきって、自分の人生を預けること……」

「面おも白しろい？」

「たまらなく、面白いね。しかも自分は安全だ。君にはどんなに説明しても、わかってはもらえないと思うが……」

「わからないわ」

「いいさ」

　微笑ほほえむ。

「外界の誰かに、自分の人生を託たくし、その人物になりきることで、僕は他人の何倍もの人生を、生きることができるような気がするんだ。完全な体で生まれていれば、あるいは味わうことのできないことかも知れない……」

「そうね」

　なんとなく、わかるような気もした。

「で、例えばどんな人物に、なりきるの？」

「そうだね……」

　微笑みながらディックは言った。

「例えば、僕の目の前にも、一人いるよ」

「え──!?」

　キサラは絶句した。誇こ張ちようでなく、膝ひざが震ふるえた。

「僕は君の活かつ躍やくを、いつも感情移入しながら見てきた。このビニールの、中からね」

「ディック……」

「君は素す晴ばらしい。特に今回のケルテ解放のための決起には、ひさびさにこの胸が躍おどったよ。長年、外の世界の誰かに自分の人生を仮託するという行こう為いを心の拠より処どころとしてきた僕だが、こんなにも、自分以外の誰かに感情移入したのは初めての経験だったと言っていい。それくらい、君は僕にとって身近な人に思えたんだ。そして今、君とこうして実際に逢あってみて、僕はますますその確信を強めている。君は素晴らしい人だ。もちろん君の仲間もね。例えば、シゲチヨ君、ラルゴ船長、そしてクム・ナン殿でん下か──。君の周りにいる人たちについても、僕は君と同じくらいに詳くわしいのさ。それくらい、感情移入して君自身になりきっていた。いや。部下たちに我わが儘ままを言ってまで、このケルテに来て本当によかったと。もしもよろしかったら、君自身の口から、ここに至るまでの冒ぼう険けん譚たんを、聞かせて欲ほしいなあ……」

「言いたいことは──」

　と、キサラ。

「言いたいことは、それだけ？　お坊っちゃん……」

　いつの間にかその拳こぶしが握にぎられており、ぷるぷると細かく震ふるえていた。

「ざけんじゃねえ！　革命は遊びじゃねえんだ!!　ドラマじゃねえんだぞ！」

「キサラ……」

　思わぬ反応に、後じさりするリチャード・フヨウⅨ世。

「どうしたんだ……？」

「いいか、無む菌きん室の坊っちゃん。二十一年間、耳みみ垢あか溜ため続けたその耳の穴かっぽじってようく聞け！　いっぺん、死にそうな目に遭あってみろ！　おまえは気付いちゃいないだろうが、ずっとそこにいたら『安全』の意味もわからないだろうな。なるほど一歩外に出たら、あんたは死ぬかも知れない。だけど、そこにい続ける限りこれほど安全な場所もない。だから、危険の感覚も麻ま痺ひしちまうんだ!!」

「…………」

「例えば、三日でいい。おまえシゲチヨになってみろ！　そうすりゃあの役立たずの方が、まだしも自分よりは百万倍も立派だってわかるだろうよ。結局、おまえにはなんにもわかっちゃいねえんだ」

「わかるさ……」

　顔面蒼そう白はくになりつつも、ディックは反論しようとした。

「だからこそ、君の崇すう高こうな解放運動に対して、惜おしまぬ資金援えん助じよと協力を──」

「要いらん！」

　にべもなくキサラは撥はね付けた。

「てめえの助けなんざ、必要ない。こっちから願い下げだ。いくらなんでも、そこまで落ち魄ぶれちゃいねえからな!!」

「そんな──」

　辛かろうじて、ディックは言った。

「一時の感情に押おし流されて大局を見失うと、大損するぞ……」

「だから、損得じゃないんだって！」

　キサラの一いつ喝かつ。

「利害や損得でしか物事を量はかれなくなっていること自体、かなりな重じゆう症しようだな。言っとくけどあたしたちの誰一人として、そんなチンケな欲得で動いているわけじゃ、ないからな。見み損そこなうな!!」

　啖たん呵かを切る。ビニールシートの上から、胸むな倉ぐら摑つかまんばかりの勢いだ。

「坊っちゃん！」

　騒さわぎを聞き付けて、サランドンが飛び込んで来た。

「無礼者！」

「無礼はどっちだ!!」

　それでおとなしく引き下がるようなキサラではない。

「社長も社長なら、社員も社員だな！」

「こいつ──」

「よせ、サランドン！」

　ディックが制した。

「キサラさんの……言う通りだ……」

「ですが……」

「いいから!!」

「は、はい……」

「失礼した……」

　昂たかぶりを抑おさえ、頭を下げるディック。

「今日のところは、これで……。また来て欲ほしい……」

「もう二度と来ないと思う……」

　と、踵きびすを返すキサラ。

「人の痛みってもんも、少しは勉強しな。でなきゃ一生、そのビニールの中で冒ぼう険けんしてろ！」

「こいつ──」

　サランドンが摑みかかるのを、キサラはクライバーン直じき伝でんの実じつ戦せん柔じゆう術じゆつで床ゆかに転がした。

「あ──!?」

　口を開け、言葉もないサランドン。

「あばよ、お坊っちゃん。万が一にもシートが破れたりしないように、祈いのってるよ」

　口笛を吹ふきつつ、キサラは直通エレベーターへと、身を翻ひるがえした。

「素す晴ばらしい……」

　シートの中で、ディックは呟つぶやいていた。

「ますます君のことが好きになりそうだよ、キサラ……」














第二十四章　鷲わしは飛び立った









　クム・ビクはクム・ナンよりも僅わずかに早く、男性期への変調を完かん了りようしていた。

　首都バーハムからそう遠くない、新しい隠かくれ家がは完かん璧ぺきに周囲の景色に溶とけ込み、巧たくみに隠いん蔽ぺいされているが、快適である。このアジトで彼かれは、時期が来るまで『死者』として二十七時間──ケルテの自い転ち周に期ち──を過ごす。そう、弟を葬ほうむり去るまで──。

「死者の暮らしとは、退たい屈くつなものだな」

　この隠いん遁とん生活に、クム・ビクは早くも倦うみ始めていた。弟よりも堪こらえ性しようがないのが、彼（彼かの女じよ）の欠点である。

「一日も早はようクム・ナンめの息の根を止めて、この退屈な毎日に終止符ふを打ちたいものじゃ」

「いま暫しばらくの、御ご辛しん抱ぼうを……」

　彼の忠実な側近であるレイ・ドクが畏かしこまり奏上した。

「必ずや、近いうちに。明日にも……」

「その言葉、確か昨日も聞いたような……」

　クム・ビクは嗤わらっていた。彼は男としても、なかなかのハンサムであったが、冷れい酷こくな印象は女性であった時と変わらない。なおかつ、苛か烈れつでは輪をかけていた。

「気のせいでございましょう……」

　軽く受け流すレイ・ドク。両者の呼吸は狐きつねと狸たぬきのように合っている。クム・ビクがこの宇宙に生を受けた時からの、付き合いである。

「ドクよ」

　と、クム・ビクは言った。

「余が陰陽期フエゴンを終えたというのに、そちはまだ女性のままじゃな」

「それは陛下が、お若いからです」

　と、醜しゆう怪かいな老ろう婆ばは答えた。

「この齢としになれば、女も男も、関係ございませんわえ。フェッフェッフェ……」

　ケルテ人はほぼ半年周期で男女の時期を繰くり返す。しかし年老いると、次し第だいにその機能に翳かげりが見え始めるのだ。生せい殖しよく能力を喪うしなうと、陰いん陽ようの周期は次第にゆっくりになり、変調による第二次性せい徴ちようも曖あい昧まいになってゆく。遂ついには『男』でも『女』でもなくなってしまうのだが──外見的な特徴は老婆、即すなわち女性に近い──そこまで長生きするケルテ人はごく希まれである。大たい抵ていのケルテ人はまだ、陰陽期フエゴンを繰り返すうちにその生しよう涯がいを終えるのだ。

「羨うらやましいぞ」

　とクム・ビク。

「余も、そちと同じくらい長生きしてみたいものよ……」

　地球人やラアルゴン人に比べ寿じゆ命みようの短いケルテ人は、長生きというものに対する渇かつ望ぼうが結構激しい。特にクム・ビクの場合は、その権勢欲がますます、そのことを増長していた。

「長生きが無理なら、せめて他ほかの連中を、余よりも早死にさせてやる！」

　彼の性格を端たん的てきに現す、一言であろう。

「優すぐれし者には、永遠に生きる権利がある。そうは思わぬか？」

「御ぎよ意い……」

　頷うなずくレイ・ドク。

「しかし現実問題として、余の寿命はせいぜいあと、三十数年……。どれほど長生きしたとしても、四十年そこそこであろう。こうして燻くすぶっておる間にも、貴重な時間は刻一刻と失われてしまい、二度とは戻もどらぬ」

　やおら玉座を蹴けって立ち上がり、錫しやく杖じようを振ふり翳かざした。

「ええい、もはや猶ゆう予よならぬ！」

「陛下……」

「クム・ナンめが潜せん伏ぷくしておる場所は摑つかめておるというのに、何な故ぜ手出しできぬ!?」

「それは、何度も申しますように──」

　老ろう獪かいなレイ・ドクは、やんわりと言った。しかしそれがかえって、クム・ビクの一見図太く見えて、実は誰だれよりも繊せん細さいな神経を逆さか撫なでにするのである。

「クム・ナン王子は、ホテルリージェントパレスに、匿かくまわれておるからです。あのホテルは、実質的に雑居大使館とも言うべき、一種の治外法権ですからね……」

「一体、あんなホテルを、誰が建てたのだ!?」

「ロータスブロッサムグループです」

「誰が許可した!?」

「それは……先王の、パッ・クム陛下が──」

「わかっておる！」

　クム・ビクは雷かみなりのような大だい喝かつを叩たたきつけた。古ふる狸だぬきレイ・ドクでさえ、思わず首を竦すくめるような雷である。

「またしても、父上か……。まったくあの御お方かたも、死んでまで余の野望を邪じや魔ましてくれよる!!　構わぬから、ホテルごと、クム・ナンめを叩き潰つぶしてしまえ！」

「それはなりませぬぞ、陛下」

　と、こればかりはレイ・ドクも真っ向から諫いさめる。

「あのホテルには、今も各惑わく星せい国家の高官や、報道関係者が……。もしもリージェントパレスに軍を介かい入にゆうさせるようなことがあっては、ケルテは全銀河を敵に回す結果となりますぞ。それは御おん身みの破は滅めつに──」

「ではどうせよと!?」

「待つのです……」

「待てぬ！」

　とクム・ビク。

「もうその言葉、聞き飽あきたわ！　余にとっては、時間よりも貴重なものはないのだ。そうであろう。たとえ惑星連合を敵に回したとしても、勝つ公算はある。だが、失った時間を取り戻もどす手立てはないのじゃ!!」

「お若い……」

　嘲ちよう笑しようでなく、感かん嘆たんでもなく、レイ・ドクは呟つぶやいた。ただ素す直なおに、そう感じたのである。

「お若いが陛下のその御気持ち、嗤わらうこともできませぬ……」

「そうであろう」

「ですが、御自重を。状じよう況きようは、我々に有利に展開しておりまする。クム・ナン王子は『姉殺し』の汚お名めいを着せられ、急速に人心を失っておりますれば──」

「もう死人のふりは、飽いた……」

　呟くように言ったクム・ビクであったが、自分の言葉に、ふと我に返る。

「死人……そうか。余は『死人』なのだ」

「それがどうか……？」

「死人である余が、命令を下しても、これ以上非難されることはない」

「それは詭き弁べんでは？」

「いや、詭弁ではないぞ。余は死んでおるのじゃ。ということは、何を命令しようとも、それはなかったことになる」

「理り屈くつでは……」

「現実にも、だ。レイ・ドク。リージェントパレスを包囲しろ」

「既すでに、包ほう囲いは──」

「一層厳重にしろ！　蟻あり一いつ匹ぴき、逃のがすな!!」

「御ぎよ意い！」

「その上で、特とく殊しゆ部隊に、出動要よう請せいを！」

「おう、では……」

　滅めつ多たに感情を表に現さないレイ・ドクの眉まゆが動いた。

「『王の剣』を、お使いになられるのですな？」

「うむ」

　頷うなずくクム・ビク。

「今こそな！」




「なんでこのホテルを、出ていかなきゃならないの？」

　シゲチヨには、いまひとつ納なつ得とくできないらしい。

「ここは何より安全だし、それに居い心ごこ地ちも悪くないんだけどな……」

「そうだぜ」

　とラルゴもシゲチヨの肩かたを持つ。

「冷蔵庫の飲み物もフリードリンクだし、ルームサービスも無ロ料ハだしな。俺おれはマッサージの姉ちゃんを呼ぼうかと思ってたんだぜ」

「だったら。冷蔵庫のドリンク、全部担かついで持ってけば？」

　とキサラ。

「冷蔵庫ごと。ついでにベッドも。あたしが許す！」

「許されても……」

「とにかく、だ」

　とキサラ。

「こっちにもプライドってもんがある。ロータスブロッサムグループなんかの世話にゃ、これ以上ならねえぞ！」

「何かあったの？」

　とシゲチヨ。

「あったんだね、キサラ」

「ああ、ちょっとな……」

「聞くまい」

　とラルゴ。

「何かあったにせよ、おめえがその覚かく悟ごになったら、梃てこでも動かせねえことは知ってる。それにしても、惜おしいなあ……。ホテル住まいなんか、生まれて初めてだっつうのに……」

　未練たらたらである。

「それを、夜よ逃にげも同然に……」

「行きましょう」

　とクム・ナン。

「キサラがそう決めたのなら、我々は従うだけです」

「殿でん下かだけでも、この場に残していった方がいいんじゃねえのか？」

「この期ごに及およんで、皆みなさんの側そばを離はなれたくはありません」

　微笑ほほえみつつ、クム・ナンは言った。

「どこにいても、私の安全はキサラとハルミさんが、護まもってくれます」

「く～っ、泣ける！」

　ラルゴは本当に泣いていた。もともと浪花なにわ節には弱いのだ。

「ようし、俺も漢おとこだ。こうなりゃとことん、付き合うぜ！」

「取り敢あえず、『ギュローメ』に戻もどろう」

　と、キサラ。

「今からかっきり一時間後に、手荷物まとめて中庭に集合、でどう？」

「まるっきり夜逃げだな」

　とラルゴ。

「異存はありません」

　とクム・ナン。

「ホテルの連中に、見付かるなよ」

「そんなドジは踏ふまねえぜ」

「こうなりゃ冷蔵庫の物も、部屋の備品も、持てるだけ持っていこう」

　キサラは言った。

「相手は宇宙一の大だい財ざい閥ばつだ。屁へでもない。少しは打だ撃げきを与あたえてやらないと気が済まない」

「いい心こころ掛がけだ。となりゃ、俺も海かい賊ぞく、徹てつ底てい的にやるぜ！」

　胸を叩たたくラルゴ。彼が泊とまった後にはボールペン一本残らない。

「シゲチヨ、後でカーテン外すの、手伝え」

「そこまでやる？」

「キサラの許しが出たんだ。海賊は盗ぬすめる物は何でも盗む！」

「なんかセコいな……」

「今だから言うがな、『ギュローメ』の内装も、全部盗とう品ひんだ。あっちこっちから略りやく奪だつしてきた」

「とほほ……」

　一時間後──、

　担かつげるだけのホテルの備品を担いだ一行が、中庭に集合していた。

「どうやらうまくいったみたいね」

　とキサラ。

「ここまで、誰にも見付からなかった」

　とシゲチヨ。

「ハルミさんのおかげだよ」

「各部屋の隠かくしカメラや盗とう聴ちよう器きは、私が全部発見して、無効化しておきましたからね」

「さすがね」

　とキサラ。

「あなたがいてくれて、本当によかったわ」

「そんな……」

「さ、行こうぜ」

　と、大荷物を担いだラルゴが促うながした。

「街の中央広場まで逃にげれば、『ギュローメ』の内ない火か艇ていが拾ってくれる」

「一時的にとはいえ、この星から逃げるのは悔くやしいですね……」

　唇くちびるを嚙かむ、クム・ナン。

「兄上と決着をつけるまでは、離はなれない覚かく悟ごでいたというのに──」

「またすぐに、戻もどって来られるわ」

　勇気づけるキサラ。

「今度は、王様としてね」

「一時でも、安全を与あたえてくれた、このホテルのオーナーに感謝したい」

　そう言って、ホテルの最上階に向かって手を合わせた。

「おかげで、何日かぶりに、熟じゆく睡すいできましたからね……」

　クム・ナンが合がつ掌しようした途と端たんであった。

　リージェントパレスの壁へき面めんに、爆ばく発はつの閃せん光こうが走ったのは──。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、黒こく煙えんと衝しよう撃げき派はが来た。

「え──!?」

　我わが目と我が耳を疑う、キサラ。

「なんで!?」

　次の瞬間──、

　キャタピラを軋きしらせて、十数すう輛りようの戦車が、植木を薙なぎ倒たおしつつ、ホテルの中庭へ突とつ入にゆうしてきた。




「クム・ビクの糞くそったれめ！」

　と、咄とつ嗟さにクム・ナンを庇かばって芝しば生ふに伏ふせながら、ラルゴが叫さけぶ。それは悪態に近かった。

「とうとう、痺しびれを切らしやがったな!!」

「愚おろかな……」

　庇われつつ、クム・ナン。

「これであなたは、全銀河をも敵に回されるおつもりか、兄上……」

「逃にげて正解だったね」

　と、苦労して持ち出した荷物をうっちゃりながらシゲチヨ。

「さすがキサラ、先見の明があるよ」

「そんな呑のん気きな事態じゃないわよ!!」

　とキサラ。

「ホテルには、五百人からのマスコミ関係者がいるのよ！」

「気の毒だが、自力で逃げてくれるよう祈いのるのみだ」

　とラルゴ。口に入った泥どろを吐はき出す。そのすぐ横を、戦車のキャタピラが蹂じゆう躙りんしていった。盗ぬすんだ立体テレビを、踏ふみ砕くだく。

「どうやら、こっちは眼中にねえようだな。助かった……」

　戦車の砲ほう撃げきは、上層階に集中していた。

「ＶＩＰのいるスィートを、狙ねらっています」

　早くも油断なく身構え、片膝ひざを立てつつハルミⅡ。

「いずれにせよ、助かったぜ」

　クム・ナンを助けて、立ち上がりながらラルゴ。

「その間に、下の階の連中はどうにか逃げられるだろ……。自力で動けねえ連中や、病人はともかくとして。しかし、ひでえことしやがるなあ、クム・ビクは……」

　キサラの表情が一瞬蒼そう白はくになったことに、彼は気付いていない。

「これでますます、奴やつが嫌きらいになったぜ。同じ兄弟なのに、殿でん下かとはえれえ違ちげえだ」

「自力で動けない人……病人……」

　立ち尽つくすキサラ。

「ディック！」

「危ない！」
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　シゲチヨが咄とつ嗟さに、キサラを押おし倒たおす。その頭上を、誘ゆう導どうミサイルが掠かすめ、ホテルの空調ルームを木こっ端ぱ微み塵じんに噴ふき飛ばした。

「キサラらしくないよ!!」

　安あん堵どしつつも、叫さけぶ。

「こんな時に、ぼんやりするなんて……。一体どうしたの？」

「ハルミさん……ラルゴ……」

　ゆっくりと立ち上がったキサラは、泥を払はらいながら言った。

「殿下を、お願い！」

「どうしたんですの!?」

「あたしは──！」

　キッと、唇くちびるを嚙かむ。

「行かなきゃならない所がある！」

「そんな唐とう突とつな！」

　とキサラ。

「納なつ得とくできません!!」

　とハルミⅡ。

「その命令には、服従しかねます！」

「すぐに戻る！」

　とキサラ。

「いくらなんでも……見殺しにはできないんだ!!」

「わかった……」

　と、ラルゴ。

「広場で待ってる！」

「頼たのむ!!」

　言うが早いか、キサラは全力疾しつ走そうの体勢に移っていた。すぐ横を、一いつ緒しよに走って来る人ひと影かげを、視界の隅すみに確かく認にんしつつ──。

「やっぱり来たか、シゲチヨ」

　微笑ほほえむ。

「何言ってんの！」

　微笑みながら、キサラと並んで走るシゲチヨ。

「僕がキサラの大事な時に、一緒にいないと思う？」

「足、引っ張んなよ」

「はいはい……」

　二人は非常階段を、人の流れに逆らうようにして駆かけ昇のぼった。さすがは報道関係者、こんな時にも自ら取材する。

「殉じゆん職しよくなら、年金も出るだろ……」

　とキサラ。

「しかし、どうやってあん畜ちく生しようを助けりゃいいのかな？」

　普ふ通つうに助けるだけでは、助けられないのだ。

「おお、キサラさん！」

　最上階で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたサランドンが、目を輝かがやかせて言った。

「来てくれたんですか!?」

「あったりまえでしょ！」

　さも心外そうに、キサラは言った。

「あんな奴やつでも、死なれたら後味が悪いんだよ！」

「嬉うれしい……」

　サランドンの本音の叫さけびを、初めて聞いた。

「助かります……」

　それだけでも、危険を冒おかしてここまで来た甲か斐いはあったというものだ。

「ここもじきに、煙けむりに巻かれちゃうよ！」

　叫ぶシゲチヨ。

「どうするつもり？」

「もちろん、ある程度こういう事態も予測していました。何と言っても、この星は戦場ですから──。殺さつ菌きん済みのパーソナルスーツを、坊っちゃんには着ていただいているところです」

「宇宙暦れき以前の、宇宙服ってやつね」

「はい。ですが、この服は七〇キロ近くあって、着ると自力では立てないのです。私一人の力では、どうにもならないと途と方ほうに暮れていたところでして……」

「あれだけいた、医師団は？」

「皆みな、てんでに逃にげてしまいました」

「社員じゃ、そんなものね」

　呆あきれるキサラ。

「いざとなれば、自分が可か愛わいいのよ」

「あいつら、全部クビだ！」

「喜んでクビになるんじゃない？　これでわかったでしょ。会社勤めの限界……」

「はい……」

　うなだれるサランドン。

「今度ばかりは、痛感しました」

「そんなことより、今はディックよ！」

　ビニールを破り、アポロ計画時の宇宙服にそっくりの、パーソナル滅めつ菌きんスーツを着たディックを、三人がかりで助け起こす。このスーツの中は完かん璧ぺきな滅菌状態に保たれており、なおかつ三日間くらいは着たまま生活することもできる。循じゆん環かん水すいと液状食しよく糧りようのストローと、防ぼう臭しゆう除菌処理のある排はい泄せつ物ぶつタンク、さらには温度調節用の装置まで内蔵しているのだ。ただ、そのせいでとてつもなく重い。

「ああ、キサラ……」

　透とう明めい特とく殊しゆ合金製ヘルメットの中で、リチャード・フヨウⅨ世はキサラを見るなり安あん堵どの微笑ほほえみを漏もらした。

「来てくれたんだね……」

「そんなことより、重いよ、あんた！」

　顔をしかめるキサラ。

「来て損した。ちょっと、サランどん！」

「はい」

「ここまでやるなら、自力で歩けるように動力も内蔵すべきじゃない？」

「はい。それも考えたのですが、今回は間に合いませんでした。なにしろケルテ行きが決まったのが、急でしたからね」

「来た意味はあったよ」

　拡声器を通した声で、ディック。

「キサラと仲良くなれたものね」

「こっちはいい迷めん惑わくだ！」

　とキサラ。

「自分一人で逃にげるのさえ、大変だってえのに──」

「すまない……」

「すまないで済むなら、警察要いらん！」

「でも……来てくれて嬉うれしい。感謝している……」

「感謝するだけなら、ただだもんね」

「もちろん謝礼を──」

「命いのち懸がけだもん。どれほど謝礼を貰もらっても、合わないね」

　ああ言えばこう言う、キサラ。

「謝礼が欲ほしくて、来たんじゃない！」

「そうだね」

　頷うなずくシゲチヨ。

「居ても立っても、いられなかったんだもんね」

「余計なこと言うな！」

　シゲチヨの尻しりを蹴け飛とばす。

「やあ、君がシゲチヨ君だね」

　微笑ほほえむディック。

「僕がディックだ。よろしく……」

「よ、よろしく……」

　どぎまぎするシゲチヨ。彼の目から見ても、ディックには初対面から人を惹ひき付けずにはおかない、サムシングがあった。それはこんな極限状じよう況きようにおいてさえ、変わらない。

「僕は君のことを、よく知っている……」

　と、肩かたを預けつつヘルメット越ごしにディックは言った。

「それどころか、君のことを尊敬さえしているんだ」

「尊敬？」

　初対面の人間にそう言われ、戸と惑まどうシゲチヨ。キサラの側そばにいると、ほとんど鍋なべ敷きか襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんも同然の扱あつかいを受け続けているのだから、無理もないことではある。

「そうです」

　とディック。

「君は強い。これからも、キサラのサンドバッグとして、避ひ雷らい針しんとして、逞たくましく生きてくれたまえ」

「く～ッ！」

　さめざめ哭なくシゲチヨ。

「ほ、褒ほめられているのに、褒められている気がしない……」

「贅ぜい沢たくだぞ！」

　と、なおも傷口に塩を擦すり込むキサラ。

「あたしのサンドバッグじゃ不満か!?」

　脳天グリグリ。

「いえ……」

　微笑みながら泣くとは、器用である。

「さあ、早く！」

　その時、エレベーターが開いて、完全武装した一個小隊の兵士を吐はき出した。

「う──!?」

　完全に行く手を塞ふさがれた格好である。

「伏ふせて！」

　一同が伏せた頭上を、一いつ斉せい射しや撃げきが通過していった。

「野や郎ろう！　そこまでするか!?」

　叫さけぶキサラ。

「てめえらのお目当ては、クム・ナンのはずだろ!?」

「口くち封ふうじだ……」

　冷ひや汗あせ混まじりに呟つぶやく、サランドン。

「口封じ？」

「証しよう拠こが残らないように、生き残った者を片かたっ端ぱしから……」

「人間のすることじゃ、ねえな」

　怒いかり心頭に発するキサラ。

「だったらこっちも遠えん慮りよしねえぜ」

「丸まる腰ごしで言う台詞せりふですか」

　コートの下から、小型のハンドレイガンを取り出し、軽々と連射するサランドン。薙なぎ倒たおされる敵兵。往年のハリウッド映画の主人公のようだった。

「あら、あんた。結構キメる時はキメてくれるじゃない」

「ようやく目立てますよ」

　と、サランドン。

「どうやら、天は私に、最後の目立てる場を与あたえてくれたようです……」

「え──!?」

　はっとするキサラ。

「今のを一発……」

　と、さりげなくサランドンがコートの裾すそをめくった。シャツに鮮せん血けつが滲にじんでいた。

「貰もらってしまいました……」

「サランドン！」

　叫ぶディック。

「キサラさん、シゲチヨさん、お願いがあります……」

「何？」

「ここは私が、喰くい止めます……」

　額に汗が滲にじんだ。

「二人はどうか、坊っちゃんを安全な所まで──」

「わかったわ」

　頷うなずくキサラ。

「だから安心して……」

「ありがとう……」

「駄だ目めだ、サランドン！」

　ディックがわめいた。

「死ぬことは、僕が許さない！　これは……社長命令だ!!」

「いいじゃないですか、坊っちゃん……」

　と、サランドンは無理して微笑ほほえんだ。

「最後の最後でひとつくらい、命令に背そむいても……」

「駄目だ、駄目だ！」

「よろしく……」

　そう言って、敵に向かう。

「ここは一歩も通さん！」

「サランド──ン！」

　一いつ斉せい銃じゆう火かの轟ごう音おんに、ディックの悲鳴が重なった。

「くく……」

　敵兵が迫せまる。

「サランどんには悪いけど、あんまり状じよう況きよう変わってないな……」

　とキサラ。

「ひょっとしてこれって、絶体絶命って言わない？」

「言ういう！」

　ヤケクソで頷くシゲチヨ。現実逃とう避ひの徴ちよう候こうだった。

「シゲチヨ、いざとなったらあたしはいいから、ディックの盾たてになれ！」

「うん」

「小さな穴がひとつ、そのスーツに開いても、ディックは助からない……」

「わかった……」

　悲痛な表情で、シゲチヨは頷く。

「だけど、できれば君の盾になって、死にたかったな……」

「最後の最後まで点数稼かせぎやがって。何も出ねえぞ」

「いいんだ……」

　微笑む。

「僕はそれで、満足なんだ」

「羨うらやましい……」

　ディックが小さな声で呟つぶやいたのを、シゲチヨは聞き逃のがした。

　敵兵が横並び一線で迫る。

「くっ……」

　その殺せつ那な──、

　敵兵が波打つように、弾はじき飛ばされた。白い閃せん光こうのような人ひと影かげが、彼らを文字通り薙なぎ払はらったのだ。一いち撃げきで頸けい動どう脈みやくや手首を切断され、ほとんどが即そく死し状態である。

「あっ!!」

　息を呑のむ、キサラ。

「ハルミさん！」

　援えん軍ぐんは、ハルミⅡだった。彼女一人。だがそれで充じゆう分ぶん過ぎた。その暗殺用アンドロイドとしての性能を、確かに凄すごいとは思っていたが、彼女はまだその本領を半分も発揮してはいなかったのだ。そのことがたった今、証明されようとしていた。

　辛かろうじて生き残った二人の兵士が、銃じゆうを構え直すよりも早く、ハルミⅡの手刀が閃ひらめいた。一人の兵士の首は、銃身ごと切断されていた。最後の一人が逃にげかけるのを追い縋すがり、背後から指先で首を搔かき切った。

「凄い……」

　それしか言えない。

「殿でん下かは？」

　尋たずねるキサラ。そっちが気になる。

「無事です」

　振ふり向いて、微笑ほほえむハルミⅡ。返り血を浴びた凄せい惨さんな姿でも、なお彼女は美しかった。

「安全な場所に、ラルゴ船長と二人でいらっしゃいます」

「そう、よかった……怪け我がはない？」

　陳ちん腐ぷな台詞せりふだと思った。

「ありがとうございます」

　微笑むハルミⅡ。

「でも、こういう任務なら、任せてくださいね……これからは──」

「え、ええ……」

　頷うなずくしかなかった。

「さあ、私たちも急ぎましょう……」




「僕の身勝手のせいで、サランドンを死なせてしまった……」

　滅めつ菌きんスーツのままで、ディックは空を仰あおいで号ごう泣きゆうする。

「僕のせいだ！」

「わかっているなら、それ以上自分を責めるな」

　キサラが言った。

「サランどんも、天……地じ獄ごくで悲しむぞ」

「ミスター・サランドンは、満足して死んだはずです」

　クム・ナンが言った。

「彼は自分の死に場所を得たのです。あるいは幸福な、人生であったかも……」

「僕はこれから、どうすればいいんだ？」

「あたしたちは、と言って欲ほしいわね」

　廃はい墟きよと化したリージェントパレスの駐ちゆう車しや場じようで、エアカーの残ざん骸がいに囲まれて、キサラは呟つぶやく。

「あの騒さわぎで、『ギュローメ』の連中と合流しそこなっちまった。命が助かっただけ、めっけもんだ」

「それが何よりです」

　とクム・ナン。

「それに、仲間が一人増えましたよ」

　微笑ほほえんで、ディックを見る。

「足手纏まといの……」

　と、キサラが小声で囁ささやいた。

「金の力も、こういう状じよう況きようじゃ何の役にも立たないしなあ……」

　ふと、思い出したように、

「そうだ。あれを使ってみるか……」

　呟く。

「あれって？」

　尋たずねるシゲチヨ。

「あれって何なの、キサラ？」

「親父おやじがな──」

　そう言って、懐ふところをまさぐる。

「いざとなったらこれを使えって、出がけに渡わたしてくれたものがあるんだ」

「もしかして──」

　何しろあのジャスティ・ウエキ・タイラーのことであるから、期待してしまう。

「秘密兵器かも……」

「だといいが……」

　取り出したのは、一見何の変へん哲てつもない、ごくありふれたロケットだった。

「あの親父の、ことだからなあ……」

　ロケットの蓋ふたを開ける。そこに、

『娘むすめへ』

　と、この上もなく汚きたない字で書かれた殴なぐり書きとともに入っていた何かが、はずみにポロリと地面に落ちた。

「こんなことじゃないかと、思っていたんだ……」

　頭を抱かかえるキサラ。

「あの糞くそ親父……」

　それは、お菓か子しのオマケに入っているような、小さなルーレットであった。支えの上に磁石のような針が乗っただけの代しろ物ものである。

「これで、行く先を決めろってか……。いかにも親父らしい」

「過保護にはしないってことか」

　呟つぶやくラルゴ。

「だが、考えようによっては、これは素す晴ばらしいプレゼントですよ」

　クム・ナンが言った。

「なかなかできない、洒落しやれたプレゼントです」

「ま、普ふ通つうはしねえよなあ……」

　そう言って、キサラは指先でルーレットの針を弾はじいた。

「決まり！」

　針は南を指して止まる。

「取り敢あえず、こっちに向かって歩くぞ！」

　誰も、何の疑いも懸け念ねんもなく、黙だまってその言葉に従った。

　それは──彼女がキサラだったからである。














第二十五章　消えてもらいます！









『惑わく星せい連合宇宙軍は、遂ついに惑星ケルテに派兵することを正式決定しました』

　と、廃はい墟きよと化したホテルリージェントパレスを背景に、生き残ったＣＮＮギャラクシーウォッチの名物レポーター、ジョー・ベレンジャーが生々しくレポートする。

「今回、我々報道関係者の聖域にして、この惑星で唯ゆい一いつ残された非武装地域であったリージェントパレスへの無む謀ぼうとも言うべき攻こう撃げきは、惑星連合宇宙軍の武力介かい入にゆうに、格好の口実を与あたえる結果となったようです。それにしても、王位簒さん奪だつ派はの、この目に余る暴挙は一体何だったのでしょうか？　死亡・行方ゆくえ不明の報道関係者実に七十名、負傷者は……この私をも含ふくめて三百余名に上っております』

　と、自ら頭の包帯も痛々しいベレンジャー特派員の悲痛な叫さけび。

『これも、中ちゆう核かくたるクム・ビク王子を失った簒奪派の焦あせりなのでしょうか？　だとしたら、あまりにも愚おろかな行こう為いと言わざるを得ません。明らかに、この攻撃は逆効果でした。無む思し慮りよな攻撃は、彼かれらに高い代価を支し払はらわせることになるでしょう。『報復』という言葉を、正直私は使いたくはありません。しかし、これで全銀河の世論は一挙にケルテ制圧の方向に靡なびくことは確実です。その世論を追い風に受け、今まで『内政不ふ干かん渉しよう』という大義名分に阻はばまれていた惑星連合宇宙軍も、『治安維い持じ』を錦にしきの御み旗はたに派兵します。本気になった惑星宇宙軍の武力介入により、混迷のケルテ情勢は一挙に解決の方向に向かうものとの見方が、支配的です……』

「さすがはＣＮＮのトップキャスターだな」

　焼け残った立体テレビの画面に見入りながら、ラルゴが言った。

「視点がニュートラルだぜ」

「これだけ偏かたよらない報道でさえ、憤いきどおりを隠かくそうともしない……」

　ヘルメットに立体映像を映しながら、ディックが言った。

「クム・ビクは愚おろかなことをしたな……」

「しかし、ここで惑星連合宇宙軍に出て来られるのは、まずいよ」

　とシゲチヨ。

「事態がややこしくなる」

「わかってる」

　とキサラ。

「グジャグジャになる前に、ケリを付けないと──」

「兄上が生きている事実を、なんとか暴あばかなければ……」

　とクム・ナン。

「そのために、我々が今できることは……」

「我わが社の支店と、連れん絡らくが取れればよいのだが──」

　とディック。

「そうすれば、惑わく星せい連合宇宙軍の派兵を、少しでも遅おくらせることは可能だ。なにしろ軍に納入されている武器の大半は、小しよう銃じゆうから軍ぐん艦かんまで、我わがロータスブロッサムグループの製品なのだから……」

「そんなまどろっこしいことをしなくても、大だい丈じよう夫ぶよ」

　とキサラ。

「きっと今いま頃ごろは、親父おやじが裏で、動いていると思うわ」

「タイラー元げん帥すいが？」

「ええ。頼たよりたくはないけど、やっぱりこういう時って結構役に立つのよね。あの行動力は……」

「君を見ていれば、わかるよ」

　とディック。

「トップに立つエグゼクティヴとして、僕ぼくも見習わなきゃ……」

「でも、あなたの『着き替がえ』だって必要よね」

　とキサラ。

「早いとこ、あなたの会社に繫つなぎを付けて、あなたを引き取ってもらわなきゃ。今のままじゃ、ハッキリ言って足手纏まとい以外の何者でもないものね」

「すまない……」

　うなだれるディック。

「一個の人間として見た場合、やはり私の実力は──」

「いちいち御大層なんだから……」

　呆あきれるキサラ。

「ホントに、なんで助けたのかなあ……」

　自分でも、今になって思えばわからないのだ。

「それにしても、クレイトーはどうしたのだろう？」

　とディック。

「無事ならよいのだが……。あるいはもう、支店に連れん絡らくしてくれたかな？　サランドンを失った今、彼女かのじよだけがこの星における、私の部下だ」

「いいえ、社長」

　と、クム・ナンが静かに首を振ふった。

「私たちも、仲間ですよ」

「殿でん下か……」

「それに、ああは言っていますが、キサラさんだって──」

「ええ、わかっています……」

　頷うなずくディック。

「そうでなければ、あれだけの危険をも顧かえりみず、私を助けたりはしなかったでしょう」

「わかんないわよ」

　と、キサラ。

「あたしの気き紛まぐれってば、あたし自身にも予測がつかないんだから──」

「そうそう」

　いつもその『気紛れ』に泣かされているシゲチヨが、しみじみと頷く。

「キサラの気紛れは、天災みたいなもんだからね」

「言うようになったの～、シゲチヨ……」

　そのシゲチヨの赤い髪かみに指を突つっ込んで、爪つめを立てるキサラ。

「じゃあその『天災』の怖こわさ、思い知らせたる！」

「ああ……」

　苦痛に涙なみだを流しつつも、シゲチヨの表情は『悦えつ楽らく』の境地を彷徨さまよいつつあった。




「クム・ナンめ、どこまで悪運の強い奴やつじゃ！」

　クム・ビクの苛いら立だちは、頂点に達していた。

「あの包囲網もうを無傷で逃にげ延びるとはな……。少々奴の運と人脈を、侮あなどり過ぎていたやも知れぬ」

「ですが──」

　と、玉座の前に畏かしこまっていた若い女性が、おもむろに口を開いた。

「クム・ナン殿でん下かの居場所は、すぐにでも……」

「そうだったな」

　と、クム・ビクは彼女に冷たい一いち瞥べつをくれながら呟つぶやくように言った。

「おまえのお陰かげでな、クレイトー……」

　それは誰あろうあの銀河海上火災の女子社員、ヘレン・クレイトーではないか。

「御ぎよ意い、陛下」

　畏まる。

「偶ぐう然ぜんの成り行きとはいえ、社長がクム・ナン殿下と行動を共にしております。私が社長にコンタクトを取りさえすれば、必然的に殿下の所在も知れます」

「その連れん絡らく方法を、そちは知っておるのか？」

「御意」

　と頷うなずき、クム・ビクを見上げるクレイトー。

「陛下と社長、二重の禄ろくを喰はんでいたとは申せ、私の忠誠心は陛下、貴方あなた様のものですわ」

「それはそうであろう……」

　と、苦笑いしつつクム・ビクは言った。

「そちが銀河海上火災の社員として貰もらっていた俸ほう給きゆうの六倍の額を、余は払っておるのだからな……」

「恐きよう縮しゆく至し極ごく……」

「で──」

　と、クム・ビクの口調が変わった。

「社長はどこに、隠かくれておる？」

「バーハムの南六キロの、メコンガ遺い跡せき……」

　と、クレイトーは言った。

「格好の、隠れ家がかと」

「なるほど。いかにもの場所じゃ」

　頷く。

「御苦労であったな、クレイトー」

　一いつ瞬しゆん、ニヤリと嗤わらうクム・ビク。

「余からの細ささやかな褒ほう美びじゃ、受け取るがよいぞ！」

　玉座の腕うで掛かけに組み込まれた、スイッチを押おした。

「あ──」

　クレイトーの頭上から、すっぽりと半透とう明めいな釣つり鐘がね状の蓋ドームがかぶさった。

「余は蝦えびの踊おどり食いが、好物じゃ」

　二番目のスイッチを押した。

「ぎゃ──!!」

　というクレイトーの断だん末まつ魔まも、クム・ビクの耳にはこの上もない天上の雅が楽がくとして響ひぴい　た。ドームの中は言わば巨きよ大だいな電子レンジである。

「ははははははははは……」

　会心の嗤い。

「一度でも主人を裏切った犬を、余が飼うとでも思うたか!?」

　その瞳ひとみにあからさまな狂きよう気きを宿しながら、クム・ビク。

「そちの上司のサランドンとやらに、冥めい府ふでこってりと油を絞しぼられるがよいわ!!」

　それから、何事もなかったかのように、側近たちに手で合図する。死体を片付けさせ、それから腹心中の腹心、レイ・ドクを呼んだ。

「聞いての通りじゃ」

　今度こそ、確実に事を運ばねばクム・ビクにも後がなかった。

「動かせる全兵力を、メコンガの遺い跡せきに集中せよ。惑わく星せい連合宇宙軍への対応は、その後で、クム・ナンを消してから考える……」




「派兵中止!?」

　惑星連合宇宙軍司令長官であるイサム・フジは、思わず目を剝むいた。

「何な故ぜです!?　敵は不文律を破って、報道陣じんの立て籠こもるリージェントパレスに手を出したんですよ。四百に近い死傷者が出ているんです。理は我わが方にあります！」

『わかってる』

　と、立体モニターの中で、中年の貧ひん相そうな男は微笑ほほえんだ。

『だが、今軍に動かれては、こっちは元も子もなくなるんだ。わかってくれ、イサム』

「そりゃないですよ、閣下……」

　かつての師し匠しようと舎しや弟ていという力関係は、否いや応おうなく今も生きていた。

「世論はケルテ征せい伐ばつの方向に、怒ど濤とうの勢いで流れているんです。いまやケルテ出兵は軍の意向ではなく、市民の要よう請せいなんですよ。私が中止しようとしても、世間が承知しません」

『他力本願な言い逃のがれは見苦しいぞ、イサム』

　とタイラー。

『タイラー流の無責任は、責任回かい避ひとは違ちがう。やることはやった上で、あとは運を天に任せる。大衆に押おし付けてはいかん』

「ですが──」

『一週間、いや、三日でいい』

　と、タイラーは懇こん願がんした。

『君の力で、派兵を延期してくれ。力ずく、泣き落とし、何でも使って……』

「やれやれ……」

　とイサム。

「要するに自分は一生、あなたの手て駒ごまなんですね……」

『今いま頃ごろ気付いたか。ヤマモトくんが長ちよう期き療りよう養よう中ちゆうの今、君にしか頼たのめん。わかってくれ』

「わかりました」

　とイサム。

「しかし、決着が付いた後、自分は司令長官を辞やめることになるでしょうな」

『いいことだよ」

　とタイラー。

『アザリンちゃんや子供たちと、いつも一いつ緒しよにいられるじゃないか……』

「まだ休むような、年じゃない……」

『ま、一度休んでみるんだね。人生観も変わるよ』

「自分は閣下とは違ちがいます！　認めたくはないが……とても及およばない」

『ま、これで貸し借りなし、チャラだ』

「チャラ？」

『忘れたのか？』

　と、にやにやしながらタイラー。

『新しん婚こん早々、君が決けつ闘とうでドム君に殺されるところだったのを、僕が助けてやったじゃないか──』

「そんなことも、ありましたっけ……」

　イサムはとぼけた。

「ま、よろしいでしょう」

　とイサム・フジ。

「今回は黙だまって、お嬢じようさんのお手並み拝見といきましょう」




「敵が迫せまりつつあります」

　と、抜群の情報収集能力を持つハルミⅡが言った。

「ここもどうやら、クム・ビク王子に察知されたようですわ」

「わかっていたことよ」

　とキサラ。

「あの蛇へびのように執しゆう念ねん深いクム・ビクならね」

「それにしても、早過ぎねえか？」

　ラルゴが言った。

「まるで、内通者でもいたみてえだぜ」

「いたんでしょ」

　と、さらりと流すキサラ。誰とは言わない。

「馬ば鹿かよね、クム・ビクに付くなんて──」

「では、是ぜ非ひもない」

　クム・ナンが言った。

「かねての手て筈はず通り、いきますか……」

「それしかなさそうね」

　キサラはクム・ナンとハルミⅡとを、交こう互ごに見た。

「お願い」

「よろしくお願いします」

　ハルミⅡに向け、手を合わすクム・ナン。

「この命、ハルミさんに預けます」

「預かりました」

　微笑ほほえむハルミⅡ。やはり彼女は、美しい。

「あなたに『殺され』るなら、本望と申せましょう……」

「嬉うれしいですわ」

　とハルミⅡ。

「宇宙一の人格者であるクム・ナン殿でん下かにそうおっしゃっていただけるとは、暗殺者冥みよう利りに尽つきます」

　不意に頭上に、鈍にぶく低い轟ごう音おんが、垂たれ籠こめるように覆おおいかぶさってきた。

「来た！」

　見上げるシゲチヨ。

「敵の第一波だ!!」

「冗じよう談だんじゃねえ！」

　とラルゴ。

「重じゆう爆ばく撃げき機きだと──!?」

　空を埋うめつくす爆撃機編隊。すべてクム・ビクが巨きよ費ひにあかせて惑わく星せい連合の戦略空軍から、中古で購こう入にゆうしたものである。このメコンガ遺い跡せきを絨じゆ毯たん爆撃する肚はらだ。

「貴重な遺跡ごとか……」

　唇くちびるを嚙かむクム・ナン。

「兄上……そこまで私が──」

「まいったな……」

　と、滅めつ菌きんスーツのディックも空を見上げて、

「あれは、ボーイングＢ―３３９『ヒュージフォートレス』だ。我わがロータスブロッサムグループ傘さん下かの製品だ！」

「本ほん望もうでしょ？　自社の製品に殺されるなら」

　キサラの言葉に、黙だまって首を振ふるディック。

「まだ死にたくない……。冥途あつちでサランドンに合わせる顔がない!!」

「正直でよろしい！」

「遺跡の奥おくへ──！」

　ハルミⅡが一行を促うながした。

「そこの地下空くう洞どうが、天然の防空壕ごうになっています!!」

「あとは直撃がないのを、祈いのるのみ！」

　頭を抱かかえて、退たい避ひするラルゴ。

　爆ばく弾だんと焼しよう夷い弾だんとが、夕立のような音を立てて、滝たきのように降ってきた。




「悪運の強いクム・ナンが、あれしきで死んだとは思えない……」

　一面の焼け野原に、所々焼けたマッチ棒のように燃え残った木々と、かつて美しい遺跡だった廃はい墟きよとを眺ながめながら、クム・ビクは平然と言った。

「ローラーシフトで虱しらみ潰つぶしに燻いぶり出せ!!」

　と、配下の兵士たちに自ら命令を下す。

「余の前にクム・ナンの首く級びを持って来るまでは、戻もどるな!!」

　恐おそるべき執しゆう念ねんである。このエネルギーを別の方向に向けていれば、クム・ビクは希き代だいの名君にさえなれたかも知れない。

　が──、

　そのあくなき執念は程ほど無なく報むくいられた。

「陛下！」

　高倍率双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた隊長が叫さけぶ。

「動くものが、あります！」

「確かく認にんしろ!!」

「人間です！」

「ほ、生きていたか……」

　やはり、と妙みように嬉うれしい。あれほど憎にくみつつも不思議な感情である。

「一人……こちらへ向かって来ます」

「撃うたずに待機！」

　とクム・ビク。

『クム・ナンならば、楽には死なせん……。思い切り、辱はずかしめてやる』

「地球の人の……女です」

　焼け跡あとに吹ふく風に靡なびく長い髪かみは、遠目にもはっきりと確認できた。

「クム・ナンではないのか……」

　あからさまな落らく胆たんをその貌かおに浮うかべつつ、それでも、

「捕とらえよ！」

　と彼は命令した。

「クム・ナンの居場所を、聞き出してやる」




　ハルミⅡは、何の抵てい抗こうもすることなく、あっさりと敵の手に落ちた。

「もはや手向かいは、致いたしません」

　と、うなだれつつ言う。
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「あの連中には、ほとほと愛あい想そが尽つきました」

「そうだろう」

　満足そうに、クム・ビク。

「特に──」

　とハルミⅡ。

「偽ぎ善ぜん者しやクム・ナンと、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで虎とらの威いを借かるキサラには……」

「もっと早くに、気付くべきであったな」

「私を陛下の、配下にお加えください」

「そう簡単に、信用するものか」

　値ね踏ぶみするように、ハルミⅡを見る。彼女が人造人間であるとは、さしものクム・ビクの眼力をもってしても見み抜ぬけなかった。

「忠誠の証あかしに、何を見せてくれる」

「陛下の影かげ武む者しやを葬ほうむったこの手で──」

　クム・ビクを見上げた。

「クム・ナンめの素っ首、搔かき切ってやります」

「なに!?」

　と、クム・ビクは驚おどろきの目でハルミを見た。

「貴様が……ドナ・レムを殪たおしたと申すのか!?」

「御ぎよ意い！」

　とハルミⅡ。

「私、こう見えても暗殺のプロですの」

　縄なわを打たれた状態で、微笑ほほえむ。

「この程度の縄でしたら──」

　プツッと音を立てて、丈じよう夫ぶなロープは彼女の足元に落ちた。

「これは驚いた……」

　代わりの縄をもてと、叫さけぼうとしたが、

「いや、どうやら無む駄だらしい……」

　と、鷹おう揚ように頷うなずく。

「特とく殊しゆ合金の鎖くさりでも、同じ結果ですわ」

「らしいな。余を殺そうと思えば、苦もなく殺せたであろうな」

　その事実に思い至り、ようやくクム・ビクはハルミⅡを信用する気になった。

「今はクム・ナンとキサラが、憎にくいのです」

　と、唇くちびるを嚙かみ、眉まゆをひそめてハルミⅡは言った。美人なので、本当に怨おん念ねんが滲にじみ出すかのようである。こういうのに恨うらまれたが最後、末代までも崇たたられるのではないかとぞっとする。

「わかった、わかった……」

　辟へき易えきしながら、クム・ビク。

「それにしても、あのドナ・レムをの──」

　ただならぬ興味があった。

「あれも暗殺の、プロであった。変装も、完かん璧ぺきであったはずだが……」

「確かに陛下に生き写しでございました」

　と心の中でしたりと微笑みつつ、ハルミⅡ。

「愚おろかな民衆が騙だまされたとしても、何の不思議もございません」

「これ、人聞きが悪いぞよ」

　苦く笑しようするクム・ビク。

「騙したなどと……。確かに替かえ玉だまを偽いつわったことは認めるが、すべては極ごく悪あく非道のクム・ナンめの正体を暴あばくことの、方便じゃ。しかし、そちには礼を言いたい。よくぞ、我わが影かげ武む者しやを殺してくれた。おかげでクム・ナンのカリスマとやらも、地に墜おちたわ」

「私も──」

　にっこり微笑ほほえむ、ハルミⅡ。

「陛下に礼を申さねば、なりませぬ」

「ほう……」

　目を細める、クム・ビク。

「礼とか？」

「御ぎよ意い……」

　そう言って、襟えり元もとに仕込んであった、超ちよう小型マイクを白魚のような指先でつまんでみせた。

「よくぞ本当のことを、話してくださいましたと──」

「な──!?」

　しまったと、クム・ビクは臍ほぞを嚙かんだ。

「それは──!?」

「まんまと引っ掛かかったわね、クム・ビク！」

　少し離はなれた岩の上に、颯さつ爽そうと現れるキサラ。

「宇宙の覇は者しやにして真の女王、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー見参！」

「貴様！」

　目が点になる、クム・ビク。

「撃うて!!」

「無む駄だよ！」

　とキサラ。

「今さらあたしを殺したってね……。今のあなたの話は、ハルミさんのマイクを通して、全銀河に中ちゆう継けいされたわよ。もちろん、このケルテの全土にもね!!」

「く──」

　顔面蒼そう白はくとなる、クム・ビク。

「短い天下でしたわね」

　と、ハルミⅡ。

「陛下が御無事であられたことを、心の底から喜ぶ国民が、果たして何人、おりますでしょうね？」

「国王をたばかりおって！　卑ひ怯きような!!」

「あ～ら、この陛下は──」

　と、岩の上で微笑ほほえむキサラ。ちゃんちゃらおかしい。

「あたしもあんま、人のことは言えた義理じゃないけどさ、自分のことは棚たなに上げて、言ういう」

　人を摑つかまえて『卑怯』と言う、その感覚自体が、そもそも信じられない。

「やっぱりあなたみたいなのは、天に代わって成敗してあげなきゃね」

「こうなれば、貴様だけは殺す！」

　凄すごい形相で、クム・ビクはキサラを睨にらんだ。

「撃て！」

　だが彼が指先を動かすよりも早く、それまでじっと待機していたハルミⅡが、弾はじかれたように動いた。

　稲いな妻ずまのように、兵士たちの間を走り抜ぬけ、手刀を振ふるう。兵士たちはドミノのように、バタバタと倒たおれた。

「く──」

「ねえ、陛下……」

　次の瞬しゆん間かんにはもう、クム・ビクへと詰つめ寄ったハルミⅡである。その指先が、首筋に当てられている。身み動じろぎもできない。

「私があなたを殺さなかった意味が、おわかりになりまして……」

　すべてをクム・ビクの口から、語らせるためだった。彼は渋しぶ々しぶ、頷うなずいた。

「ぶ、武装を……解け……」

　と彼は命じた。

「負け……だ」

　うなだれる。

「兄上──」

　クム・ナンが、シゲチヨとラルゴに付き添われて、姿を現した。

「ふ……」

　ハルミⅡに凶きよう器きの手刀を突つき付けられたまま、クム・ビクは嗤わらう。

「クム・ナン……何年ぶりか……」

　妙みように懐なつかしい表情も、隠かくしきれなかった。

「さぞや満足であろうな」

「いえ……」

　と、クム・ナンはかぶりを振る。

「私の心には、かつてなかったほど空むなしい風が、吹ふき抜ぬけております。あなたに勝ったところで、殺された国民が生き返りましょうや？　荒こう廃はいしきったこのケルテが、甦よみがえりましょうや？」

「それこそ、貴様の手しゆ腕わんの見せ処どころではないのか？」

　皮肉を込こめて、クム・ビクは言った。

「国王としてのな……」

「私は、兄上ならば立派な国王になれると思っておりました」

「戯たわむれを……」

「戯れでは、ありません！」

　その強い語気に、クム・ビクははっとなった。

「あなたは……優やさしかった。そして、強かった……」

「何が言いたい？」

「あなたこそ、真まことの王になれると私は信じた。だから、私は安心して、ルクサーに隠いん棲せいすることができたのです」

「父上がな……」

　と、クム・ビク。

「父上が、死の間ま際ぎわまで、余に言い続けたのだ。貴様に王位は譲ゆずれぬと。玉座は、クム・ナンのためのものだと。おまえが戻もどるまで、空位のままにしておくとまで、遺ゆい言ごんにしたためたのだぞ。それを知って、余がどんな気持ちであったか、ルクサーでぬくぬくと気楽に過ごしていたおまえには、わかるまい!!」

　クム・ビクの声は、嗚お咽えつに近かった。

「何な故ぜ、ここまで疎うとまれねばならぬ。同じ兄弟なのに──!?」

「それに負けて欲ほしくは……なかった。私は今でも、あなたが好きだ。兄上……」

「余もだ。おとうと……」

　クム・ビクが僅わずかに微笑ほほえんだ。

「その百倍、憎にくんでもいるがな……」

「複雑だなあ……」

　岩場から降りて来たキサラが呟つぶやいた。ヒーローごっこは疲つかれる。とても、

『とう！』

　と叫さけんで飛び降りることなどできない。

「しかも、屈くつ折せつしてやがる。あたしは兄弟なんて面めん倒どう臭くさいもんいなくて、ホントによかった……」

　しみじみと、胸を撫なで下ろす。

「シゲチヨ、おまえはどうだ？」

「うちは、今のところうまくいってる……」

　と、シゲチヨ。

「でももしかしたらクム・ビクとクム・ナンは、本気で兄弟喧けん嘩かをしたことがなかったんじゃないかなあ……。普ふ通つうはお菓か子しや玩具おもちやの奪うばい合いをして、それで人間関係のバランスを、学ぶものなのに──」

「兄弟喧嘩なんて、したくてもできない環かん境きようだったんだろ。それともクム・ナンが、勝手にさっさと降りちゃったんだろ。お菓子や、玩具の争いはもちろん、王位も──」

「その通りです……」

　とクム・ナン。

「兄をここまで追い詰つめてしまったのは、私の責任でもある……」

「長男は、辛つらいよ」

　とシゲチヨ。

「でも、普通折り合いを学んで人間が丸くなるのは、長男なんだけどな──」

　だからキサラとも、付き合えるのだ。

「いずれにせよ、この兄弟は不幸だよ……」

「ほ～お……」

　シゲチヨの頭を小こ突づきながら、キサラは鼻で嘲あざ笑わらうのだった。

「だったら自分が幸せだとでも？　ふっふっふ……」

「ああ、僕って一体──」

　ともあれ、シゲチヨの幸不幸とは関係なしに、宇宙に平和は戻もどった。

　戻るはずであった……。














第二十六章　夢の途中とちゆう









「キサラさん、起きてください。キサラさん」

「う、ああ……」

　エプロン姿のハルミⅡに揺ゆすられて、キサラはようやく大たい儀ぎそうに目を開けた。

「ああ、ハルミさん。ごにょごにょ……」

　流体マットのベッドは、やはり寝ね心ごこ地ちがいい。

「たった今、クム・ビクを捕つかまえたところよ」

「何を寝ね惚ぼけていらっしゃるんです」

　微笑ほほえむハルミⅡ。

「それはもう、一年も前のことじゃありませんか。私たちが、惑わく星せいケルテを解放したのは──」

「そうだっけ……」

「そうです」

　とハルミⅡ。

「さ、今はもっと厳しい現実が迫せまっています。起きる時間ですよ」

　実際ハルミⅡほど、至れり尽つくせりの『目覚まし時計』は、銀河にふたつとはあるまい。

「お願い！　あと十分だけ寝かせて!!」

「駄だ目めです」

　やんわりと拒きよ否ひし、布ふ団とんを剝はぎにかかる。

「起きてください」

「せめてあと五分！」

「もう五分、オーバーしています」

「冷れい酷こく非情の人造人間め!!」

　と、つい悪態もついてみたくなる。

「アンドロイドのくせに、人間様を起こそうだなんて、僭せん越えつよ！」

「あらあら……」

　余よ裕ゆうで微笑ほほえむハルミⅡ。

「昨日ゆうべは、たとえあたしがどんなにゴネても、時間通りに起こしてくださいって、何度も念を押おされたじゃありませんか……」

「忘れた！」

　そう言って、頭から毛布を被かぶる。

「銀河は救われたんだ。もうちょっと泰たい平へいの夢の、続きを見させい！」

「シゲチヨさんが、玄し関たで待っていらっしゃるんですよ」

「シゲチヨなんざ、待たせときゃいいのよ!!」

　とキサラ。

「十年でも、二十年でもね。ちゃんと待ってるから──」

「でしょうね……」

　微笑む。

「だからこそ、待たせてはいけないんですよ」

「うん。一理あるな……。でもシゲチヨの分際で、あたしより早起きして優ゆう越えつ感を抱いだくなんて、許せない！」

　その怒いかりをバネに、跳はね起きた。

　時計を見る。

「どっしぇ～、十分もタイムオーバーじゃ！」

　ここからの狼ろう狽ばいぶりと、支し度たくの早さはキサラの真骨頂であった。

「ハルミさん、あれほど言ったでしょ!!」

　朝のワイドショーをＢＧＭ代わりに、少し伸のびた髪かみをとかしつつ、トーストを口にくわえ、ブレザーを羽織りながら、キサラはわめいた。

「ちゃんと時間通りに起こしてって！　あなたときた日には、超ちよう精密アンドロイドのくせに、目覚まし時計の代わりも満足に務まらない、欠けつ陥かん製品ね！　廃はい棄きしちゃうぞ!!」

「はいはい……」

　目を細めるハルミⅡ。

　キサラと一年近くもひとつ屋根の下で暮らせば、こんな対応は慣れっこである。

「おう、待たせたな、シゲチヨ」

　リボンを結びつつ、横おう柄へいに言った。

「そうでもないよ」

　と、微笑むシゲチヨ。

「今来たみたいなもんさ」

　この一年で、シゲチヨは背が五センチも伸びていた。キサラを完全に見下ろす長身だが、両者の力関係は前と寸分変わらない。いや、厳密にはキサラがほんのちょっとだけ、丸くなった。
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「あは、珍めずらしいな」

「そんなに似合ってないか!?」

　と、シゲチヨを睨にらむキサラ。

「いや、その……」

　しどろもどろになるシゲチヨ。

「キサラのスカート姿を見るのは、ひさしぶりだなと思って……。似合ってる、うん。すごく似合ってるよ……」

「どうせあたしゃ、スカートが死ぬほど似合わない、がさつなワガママ娘むすめだよ！」

「誰だれがそんなことを？」

「おまえの顔に、書いてある！」

　台所でハルミⅡが、思わずプッと吹ふき出した。

「笑うなよ！　アンドロイドのくせに!!」

「でも……」

　ハルミⅡは涙なみださえ浮うかべていた。

「おかしくて……。キサラさんと暮らしていると、まったく退たい屈くつしませんわ。どんどん人間臭くさく、なっていくようです」

「それ以上人間臭くなられてたまるか！」

　とキサラ。

「ようやく念願の独り立ちだってのに、まるで口やかましい姉と、同居しているみたいなもんだ……」

「嬉うれしいですわ。キサラさんにそう思われているなんて……」

　暗殺以外の仕事に、人生（？）の目的を見いだした、ハルミⅡである。

「行ってらっしゃい！」

「おう」

　シゲチヨの自転車の後ろに、立ち乗りする。

「それ漕こげやれ漕げ、死ぬまで漕ぎまくらんか～い!!」

「時速千キロ！」

　死ぬ気で漕ぐシゲチヨ。朝の潮風が心ここ地ち好よい。カモメと競争だ。

「目標！　前方の坂!!」

　傾けい斜しや三十度近い。

「いつも通り、途と中ちゆうで一いつ遍ぺんでもヘタったら、殺す！」

　シゲチヨはやり抜ぬいた。

「ふん、今日はまあまあね」

　頂上の公園で、自転車を停とめた。

「今朝のニュース、見たよね」

「皮肉か？」

　とキサラ。

「あたしが起きられないのを見み越こして、相も変わらずええ根こん性じようしとるの～」

　グリグリ攻こう撃げき。

「そう思って、朝刊持って来たよ……」

　ホログラフ新聞の、デイリーヨミウリを差し出す。

「ようやく決まったよ、クム・ビクの判決……」

「ふむ」

　一面にトップだ。

「惑わく星せい連合預かりで、終身刑けい……」

「温情判決だろうね」

「まあな」

　とキサラ。

「ホテル並みの刑務所だろ。それに、一歩でも外へ出たら、それこそクム・ビクは民衆に寄ってたかって、殺されてしまう」

「そうだね。あれだけやればね……」

「それにしても、クム・ビクは最後の詰つめが、甘あまかったな。あそこまでやっといて、なんで最後はわざわざ、ノコノコと自らしゃしゃり出て来たんだろう？」

「僕ぼくは思うんだ」

　とシゲチヨ。

「もしかしたらクム・ビクは、クム・ナンに自分の政権を打だ倒とうしてもらいたかったんじゃないかって。そうする形でしか、弟に王位継けい承しよう権けんを譲ゆずる方法を、思い付かなかったんじゃないかって……」

「シゲチヨ。おまえも少しは、物の道理がわかってきたじゃないか」

　とキサラ。

「あたしと同じことに、気付くとはな」

「そそ、そうだね。ハハ……」

　苦く笑しようするシゲチヨ。キサラがカモメにパン屑くずをやるために横を向いた隙すきに、

「噓うそつき……」

　と小声で囁ささやいた。

「ハハハ……」

　笑うキサラ。

「ハハ、ハハハ……」

　笑うシゲチヨ。

「ぬゎんじゃと、コラ！」

　ヘッドロックから、コブラツイスト。

「もっぺんぬかしてみい！」

「ごめんなさい！　ごめんなさぁい!!」

　楽しそうに悲鳴を上げる、シゲチヨ。

「しっかし、クム・ビクの野や郎ろうも素す直なおじゃねえよな……」

　とキサラ。

「『おまえに王位を譲る』って、たったそれだけのことが素直に言えないばっかりに、何十万何百万という人を、犠ぎ牲せいにして──」

「僕には、彼かれのことが笑えない」

　と、シゲチヨ。

「僕には、キサラがいて本当によかった……」

「点数稼かせいでさっきの暴言、許してもらおうったって、そうはいかねえぞ」

「そうじゃなくて──」

　そこで思い出したかのように、

「士官学校、卒業おめでとう！」

　と言った。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー少しよう尉いだね。これで正式に──」

「その『少尉』ってのが、実は嫌いやなんだ」

　とキサラ。

「しみったれてると思わないか？　こちとら惑わく星せいケルテを、ほとんど一人で救った英えい雄ゆうだぜ。いきなり中ちゆう佐さくらいにしてくれても、罰ばちは当たらんと思わんか？」

「思うけど……」

　冷ひや汗あせのシゲチヨ。

「でも、卒業・任官できただけでも、よしとしなきゃあ……」

「ふん。勲くん章しようはおろか、金一いつ封ぷうもなかったしな……」

　十八歳の若い少尉は、鼻で笑った。

「おまえも、士官学校の本科に進級できたってな。おめでとう……。一生ルクサーで暮らしてもいいなんて言ったこと、あたしはしっかり覚えてるけどな」

「それは、キサラが一いつ緒しよならだよ」

　頭を搔かく。

「まあ、見てろ」

　とキサラ。

「おまえが少尉任官される頃ころには、大佐くらいにゃ昇しよう進しんしてるから……」

「期待してるよ」

　青空を見上げた。

「ラルゴ船長も、生業に戻もどったようだしね……」

『生業』と言っても、もとの海かい賊ぞくになった訳ではない。部下たちと一緒に『ギュローメ』で、惑わく星せいルクサーの周囲を徘はい徊かいし、違い法ほうの密輸船を摘てき発はつするという、軍の嘱しよく託たくのような任務に就ついたのだ。

「手癖くせが悪いのは、相変わらずだから、きっと闇やみ取引で儲もうけていやがるんだろうなあ……」

「クム・ナンも、ルクサーに戻ったしね」

「そろそろ、約束の修しゆ行ぎよう期限が明ける頃だな」

　とキサラ。

「今度はケルテに戻って、民衆に愛されるいい王様になるといい」

「そしたら、遊びに行こうよ」

「あたしは、嫌いやだよ」

　とキサラ。

「あんな何もない惑星……。クム・ナンの方で遊びに来てくれるってんなら、話は別だけど──」

　とか言いつつ、本当はクム・ナンの顔が見たくて仕方がない、キサラなのである。

「クム・ナンか……。今頃どうしているのかなあ……」

「品行方正であることは、間ま違ちがいないよ」

　そう言って、指を折って数える。

「男……女……男。今頃は、また男性になる時期だね」

「はい。正解！」

　その声に、はっと振ふり向く。

「クム・ナン!!」

　シゲチヨの表情が、ぱっと輝かがやく。

「クム──」

　それより早く、キサラが飛び付いた。

「どうして!?」

「入れ違いで、玄げん関かんにお見えになりまして……」

　と、ハルミⅡが反重力スクーターのスタンドを立てながら、言った。

「いつもこの時間には、ここだと伺うかがっておりましたもので。僭せん越えつでしたかしら？」

「とんでもない！」

　とキサラ。

「今日は予定変へん更こうだ!!」

「どうやら──」

　地球風のスーツを着込んだ、男性期に入ったばかりのクム・ナン。絵になる。

「変わっていないようですね、キサラ……」

「あなたこそ」

「ついでにシゲチヨも、元気そうで、何よりです」

「つ、ついで……」

　ガーンと、シゲチヨの背後に巨きよ大だいな書き文字が見えた。

「いいんだいいんだ、どうせどうせ……」

　公園の砂場に子供たちと混じって、砂山を造り始めるシゲチヨ。

「す、すみません！」

　慌あわてて訂てい正せいするクム・ナン。

「つい、キサラの癖くせが感う染つってしまったようです」

「いいんです……。どうせ僕は……」

「一生いじけとれ！」

　容よう赦しやなく、背後から蹴けりを浴びせるキサラ。頭から砂山に崩くずれるシゲチヨ。

「ふえ～ん！」

　泣き出した。

「僕のお城が……!!」

「子供か、おまえは!?」

「ショックで、幼児に退行現象を起こしています」

　と、ハルミⅡ。

「いちいち分ぶん析せきせんでいい！」

「それにしても、どういう風の吹ふき回し？」

　笑え顔がおで尋たずねるキサラ。今日は『珍めずらしく』『女の格好』をしていて本当によかったと思った。虫の報しらせとでも言うのであろうか。

「ええ」

　微笑ほほえんで、クム・ナンは言った。

「今日は、お別れを言いに来たのです。急に、一万年後の未来に行くことが決まりまして──」

「────!?」

　キサラが今までの人生で感じた、最大の衝しよう撃げきであった。




「どうして!?」

　とキサラ。

「どうして、よりにもよってあなたが、行かなくちゃならないの!?」

「ずっと前から、わかってはいたことなのです。思ったよりその時期が早かったということですね……」

「やめな！」

　と、キサラ。

「やめちゃいな。そんなつまんない任務！」

「駄だ目めです」

　クム・ナンも、こうと決めたら頑がん固こである。

「ジェーンの脅きよう威いに晒されている、一万年後の人々が、私を必要としているのです」

「あたしはその一千兆百億万倍、あなたを必要としているわ！」

「う～ん、困りましたね」

　本当に困こん惑わくしていた。

「あなたがそう言い出すのは、わかっていたから。ここへ来るのはどうしようか、最後まで迷っていたのです」

「正しい選せん択たくだったわ」

　とキサラ。

「もしも黙だまって未来に行っちゃったなら、あたしはあなたを許さなかったところよ！」

「で、許してくれるのですか？」

「誰が!?」

　とキサラ。

「全力で、引き止める！」

「ははは……」

　クム・ナンは妙みように安心した。

「来てよかった。あなたはあなただ。私の思った通りの反応をしてくれる……。好きですよ、キサラ……」

「あたしもよ！」

　クム・ナンの腕うでに縋すがって、キサラは泣いた。

「行っちゃやだ……」

　幼児に退行するのは、なにもシゲチヨの専売特許ではなかった。

「行かせない!!」

「キサラ……」

　と、その肩かたを抱だいて、クム・ナンは言った。

「私は未来に行っても、あなたを忘れない……」

「あたしもよ！」

　とキサラ。

「でも、ようやく平和が戻もどったケルテはどうなるの？」

「ケルテは──」

　と、クム・ナンは言った。

「王政を廃はいして、共和制になります」

「そんなの勝手だわ！」

　泣きじゃくる。

「無責任じゃない!!」

「はい。私は無責任な王です」

　頷うなずく。

「でも、未来の世界では何があろうと、目的を完かん遂すいします!!」

　噓うそではないだろう。本当にやり遂とげるはずだ。クム・ナンなら……。

「いやよ！」

　と、それでもキサラは駄だ々だをこねた。

「あなたが、必要なのよ！」

「わかっています……」

　身を切られるように辛つらいのは、クム・ナンも同じだ。

「キサラ……」

　並んでブランコを漕こぎながら、彼は言った。

「あなたには、私よりも、もっとずっと大切な人がいるじゃないですか」

「え──!?」

「涙なみだを拭ふいて、周りをよく見回してごらん。その大切な人は、君の目の前にいるよ」

「クム・ナン！」

　シゲチヨが、はっとなった。

「殿でん下か……」

　と、ハルミⅡも『心』を打たれた。

「えっ……」

　と、キサラも一いつ瞬しゆん、息を呑のむ。

「どこどこどこ!?　そんな人、どこにいるの!?」

　辺りをキョロキョロする。

「どこよ～!?」

「あ──」

　クム・ナン、シゲチヨ、ハルミⅡの三人は、ドドッとコケた。




「行ってしまった……」

　と、クム・ナンの入った冷れい凍とうカプセルの消えた虚こ空くうの彼方かなたをいつまでも見ながら、シゲチヨは呟つぶやいた。

「本当に、行ってしまった。もう逢あえないんだ。死ぬまで──」

　最後の笑え顔がおが、瞼まぶたにこびりついている。

「馬鹿なこと、言わないでよ……」

　と、膝ひざを抱かかえて、『ギュローメ』の床ゆかに蹲うずくまったまま、キサラ。

「泣けてくるじゃない。また……」

　シゲチヨにだけは、頻ひん繁ぱんに涙を見られたくない、キサラであった。

「そんな、もう……二度と顔も見られない、声も聞けないなんて……」

　しゃくり上げる。

「しかし、なんだって冷凍カプセルを、ああやってわざわざ何もない宇宙空間に向けて、撃うち出さなきゃならないんだい？」

　ラルゴが尋たずねた。

「どっかの惑わく星せいの地下にでも眠ねむらせておきゃ、よさそうなもんじゃねえか。それなら、ちょくちょく逢えるのによ……」

「惑星は、地ち殻かく変動がありますからね」

　とハルミⅡ。

「そうでなくても、再び核かく戦争が起こらないとも限らない……。宇宙空間は真空で絶対零れい度どに近い……。つまり、もっとも経年変化の少ない無む菌きんの冷凍庫のようなものです。百年二百年のスパンならともかく、一万年ともなると、ああして宇宙空間に撃ち出すのがいちばん安全で確実なやり方なのです。『救世主』クム・ナン殿でん下かを乗せたカプセルは、きっかり九千九百九十年後に、地球に戻もどって来るよう計算して、ここから撃ち出されたのです」

「理り屈くつじゃ、わかるけどな……」

　とラルゴ。

「釈しやく然ぜんとしねえ。実際、これから一万年も宇宙を漂ただようのか？　だとすりゃ、二度と逢あえねえ。実際、死んじまったようなもんじゃねえか……」

「二度と……逢えない……」

　ラルゴの言葉に、キサラは弾はじかれたように反応した。

「死んだ……ようなもの……」

「しまった！」

　とラルゴ。

「不用意ですわよ」

　咎とがめるハルミⅡ。

「ラルゴ船長！　死んだなんて……」

「ハルミさんこそ!!」

　と、シゲチヨ。

「キサラがどんな気持ちでいるか……。もう二度と、死ぬまでクム・ナンには逢えないなんて、必死で考えないようにしていた……しまった！」

「いやあよ！」

　キサラが突とつ然ぜん、取り乱した。それは激しい感情の昂たかぶりである。

「行っちゃいやよ、クム・ナン！」

「キサラ！」

「キサラさん!!」

　三人がかりで、キサラを取り押おさえねばならない。

「追い掛かけてよ！」

　キサラは叫さけぶ。

「追い掛けてよ、ラルゴ!!　この『ギュローメ』で、あのカプセルを追い掛けて。今ならまだ間に合う！　追い掛けてよ。お願いだから、追い掛けて!!　後生よ！」

「キ、キサラに……」

　茫ぼう然ぜんとなる、ラルゴ。

「お願いされちまったぜ……」

「追って！」

　なおも叫ぶ。

「追って!!　追い付いて、クム・ナンに馬ば鹿かな考えをやめさせてよ。あたしが説得してみせる！　追って、追いなさい！　お願い!!　行かせないで！　行かせないでよ!!」

「駄だ目めだ、キサラ！」

　と、シゲチヨがやにわに叫んだ。

「クム・ナンには──」

「行かせない！」

　何も言わず、シゲチヨは黙だまってキサラの頰ほおをひとつ張った。

　ぱあん

　驚おどろくほど甲かん高だかい音がした。
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「あ……」

　驚くハルミⅡ。

「知らねえぞ……」

　とラルゴ。

「キサラを、殴なぐっちめえやがんの……」

「クム・ナンには──」

　と、キサラの目を見ながら、シゲチヨは言った。

「使命がある……」

「う、うん……」

　頷うなずくキサラ。

「そうだね……。取り乱して、ごめん……」

「へ──!?」

　修しゆ羅ら場ばを予測していたラルゴは、妙みように拍ひよう子し抜ぬけがした。

「いいの……？」

　何か、違ちがう。

「いいんだ、船長」

　とキサラ。

「今回だけは、シゲチヨが正しい……。今回だけは──」

　キサラの言葉に、噓うそはなかった。

　その生しよう涯がいで、シゲチヨがキサラよりも優位に立てたのは、これが最初で最後であった。




「これでまず、ひと安心といったところかな……」

　と、やはりカプセルの行方ゆくえを双そう眼がん鏡きようで追いながら、キサラの父親であるジャスティ・ウエキ・タイラー元げん帥すいも呟つぶやいた。

「多分これで、未来は救われる……」

「他のカプセルも、順次撃うち出し中──」

　と、秘書のレン・アンダーソン少しよう佐さが報告する。

「第一陣じんの、『眠れる美女スリーピング・ビユーテイ』計画志願者、総計六百三十七名、一人の欠落もなく送り届け完かん了りようです……」

「完了か……」

　と、彼かの女じよの祖父であるアドリアン・アンダーソン退役元帥。

「撃ち出しだけはな。あの中の何人が、未来に到とう達たつできると思う？」

「試算では、隕いん石せき衝しよう突とつ等とうの事故によるカプセル破損率は二パーセントに満たないはずですが──」

「二パーセント未満か……」

　と車椅い子すに座すわったまま腕うで組ぐみをするアンダーソン。

「それでも、あの中の十三名は、未来に辿たどり着けないのか……」

「それはあくまで、計算です。お祖じ父い様……。全員無事な可能性も……」

「だが、その確率を知った上で、二度とは還かえれぬ場所に赴おもむかせるのだ。それを言うなら予期せぬ事故で全ぜん滅めつという可能性もある。辛つらい任務だ……」

「私も──」

　と、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめるレン。

「第二陣で、参ります……」

「私が死んでからな……」

　とアンダーソン。

「人類は……」

　と、カプセル群に向けて、さっと敬礼しながらタイラーは言った。

「彼らを、忘れますまい」

「今生きている、者はな」

　と、アンダーソンは言った。

「一万年後に、彼らを称たたえるべき、そして彼らに救済されるべき人類は、果たしておるかな？　一人でも──」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　と、タイラーは言った。

「もし人類が既すでに絶ぜつ滅めつしていたとして、彼らがいればジェーンの脅きよう威いは取り除けます。そうなれば再び平和となった新天地で、また子孫を増やせばいいのです。救世主メサイアが、今度はアダムとイブになるのです……。そうなればそうなったで、案外住み易やすいかも知れませんよ。物価高も、土地高こう騰とうもありません。特にそこで生まれる子供たちは、思い切り伸のび伸びと育つことでしょう」

「君の楽観主義は、あの頃ころと少しも変わらんのだなあ……」

　懐なつかしそうに、アンダーソン。

「君こそ、未来には必要な人材かも知れぬ」

「いやですよ、長官」

　と、タイラー。

「私は今いる誰とも、離はなれたくなんかありません」

　ニコヤカに微笑ほほえんだ。

「皆みな様あってこその、ジャスティ・ウエキ・タイラーです！」














第二十七章　揺ゆれるキサラ









　クム・ナンのいない寂さびしさと哀かなしみとは、あとからじわじわときた。

　キサラの心は哀しみに浸しん蝕しよくされ、ミルフィーユのような鬆す入いり状態から、ついには鐘しよう乳にゆう洞どうのように、ぽっかりと空洞が開あいてしまった。

　前代未み聞もんと言ってよかろう。

『クム・ナンが──』

　と、キサラは思った。

『たとえ、地球人の男性だったとしても、こんなに哀しむことなんて、なかったわ……』

　恋愛感情すら、凌りよう駕がする二人の仲だったと、改めて思い知らされた。

「たまには、表に出られたら……」

　そんなキサラを見るに見かねて、同居人であるハルミⅡは事ある度たびに勧すすめてはみるのだが、

「所しよ詮せん人造人間には、この哀しみはわからないでしょうね……」

　と、いつもキサラはその一言で一いつ蹴しゆうしてしまうのだった。

「わかります……」

　と、ハルミⅡは恨うらめしそうな表か情おでキサラを見た。

「私だって、寂しいんです。生死を共にした、仲間なんです……」

「ごめんなさい……」

　自分の無む思し慮りよを、その度に責めるキサラだが、

「でも、自分でもこんなに深いだなんて……。もっとずっと早く、立ち直れるはずだったんだけどな……。いつになったら、癒いやされるのかな？」

「癒されないでしょう」

　ハルミⅡの分ぶん析せきは、鋭するどい。さすがに客観的な評価では、人間の追つい随ずいを許さない。

「でも、それでいいのではないでしょうか……。癒されないまま、ゆっくりと立ち直ってゆく。それが人間だと……私なりに思います」

　それから、こうも言った。

「そんなキサラさん……素す敵てきです」

「ありがとう、ハルミさん……」

　そう言って、涙なみだを拭ふいた。

「でも、狡ずるいよね。クム・ナン……」

「え、ええ……」

「勝手過ぎるわ。でも、まあ、あたしがこうして寂さびしがっている間も、彼かれは宇宙のどこかで生きてはいるのよね」

「はい。結局あの人がいちばん最後まで、生きることになりましたね」

「あたしがこんなに哀かなしんでるってのに、その間ずっと眠ねむりっ放しってのは、癪しやくだわね。でもまあ、一万年後に、あいつが目覚めた時、あたしのことを恋こいしく思っても、もうその時には、あたしはいないんだ。シゲチヨも、ラルゴも……。ハルミさんだけよね。その可能性あるの……」

「あったとしても、ポンコツですわ」

　苦く笑しようするハルミⅡ。

「あいつが泣いても、もうあたしはいないかと思うと、今のあたしはクム・ナンが生きていると知っているだけ、まし……。あいつはきっと、後こう悔かいするわ。それを考えると、ほんのちょっぴり溜りゆう飲いんが下がるの」

「でも、クム・ナン殿でん下かは偉えらいです」

　とハルミⅡ。

「私には、とてもできません……」

「あたしにもよ」

　とキサラ。

「だけど、一人で決めることないじゃない……」

　また泣けてきた。

「それが、それだけが……いちばん……どうしても……許せ……ないのよ！」

　ハルミⅡの豊満な胸に顔を埋うずめ、哭なく。女でも、これは気持ちよいのだ。

「あなたって、実際まったく羨うらやましいわよね」

　どちらかと言えば貧ひん胸きようのキサラは、素す直なおにそう思う。

「一個わけてよ」

　と、キサラ。

「冗じよう談だんが言えるなら、大だい丈じよう夫ぶですね」

　とハルミⅡ。

「結構本気だったりして……」

　一いつ瞬しゆん、これで『立ち直れるかな？』といつも思うのだが、宵よい闇やみが迫せまる度たびに、その自信が揺ゆらぐのだ。キサラは黄昏たそがれ時が嫌きらいになっていた。

「ヤッホ～、キサラ！」

　玄げん関かんが勢いよく開いた。

「遊びに行こ！」

「泣いてばかりいたって、幸せは来ないぞ!!」

「出で掛かけてみませんか？」

「キャンディーズか、おまえらは!?」

　近い。

　マスミ、エリザ、イリナの悪友三人娘むすめであった。惑わく星せい連合宇宙軍士官学校女子部・第百八十八期・第四十二班からの腐くされ縁えんである。キサラと同じく、揃そろって少しよう尉いに任官していた。

「あたしは泣いてなんか、いないわよ……」

「じゃあその、ほっぺたの涙なみだの跡あとは何？」

　目め敏ざといイリナが言った。

「同期の目は、誤ご魔ま化かせないぞ！」

「これは……心の汗あせよ」

「ふ～ん……」

　とマスミ。

「じゃあキサラは、毎日心の重労働を続けてるんだ」

「怒おこるぞ！」

「おう。その意気その意気」

「それでこそ、キサラじゃ」

　どうやらキサラの立ち直りを早めてくれるのは、この三人娘以外にはなさそうだった。

「こういう時は、やっぱり親友よね」

　とエリザ。

「悪友と、訂てい正せいせんかい！」

「お互たがい様じゃ」

　憎にくまれ口も叩たたける間あいだ柄がらは、やはり貴重だ。

「カラオケ行こ、カラオケ！」

「駄だ目めよ。マスミはマイク握にぎると、性格が豹ひよう変へんするから……」

　とイリナの突つっ込み。

「そういうイリナは、アニソンの女王だし……」

　衛星通信カラオケ、ＸＸペケペケ２０００のアニソンリストを、丸暗記しているイリナである。

「じゃ、波動ボウリングは？」
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　とエリザ。

「アナクロ～！」

「決め付けないでよ！」

「だってそれじゃ、プロ級のエリザには、勝てないじゃない」

「じゃ、やっぱり、酒飲みに繰くり出すかあ……」

「みんな……」

　と、瞳ひとみをうるうるさせ、イリナが言った。

「あたしたち、まだ未成年よ……」

「アブサン一いつ升しよう空ける奴やつが、言えた義理か!?」

「あああ、こんな時、シゲチヨくんがいたらなあ……」

　とエリザ。

「みんなでいたぶって、遊べるのに──」

　結局それが最高の、ストレス発散法なのだった。

「士官学校の寮りように、入っちゃったもんね」

「ああ……。懐なつかしいなあ。奴ど隷れいごっこ……」

「こらこら」

　キサラが窘たしなめた。

「あたしの許可なく、シゲチヨを軽々しく苛いじめるんじゃない！」

「よく言うよ……」

「究極の私物化……」

「ねえ」

　と、最後は結局、エリザが仕切ることになる。

「パークサイド・ベイに、一人百九十八ギガタイラスで、食べ放題のしゃぶしゃぶ屋がオープンしたってよ」

「色気より食い気か、あんたは……」

「でも、悪くない！」

「でも、いつかみたく、行ってみたらノーパンしゃぶしゃぶ屋だってことはないだろうね、エリザ」

　とキサラ。

「あんたの情報は、詰つめが甘あまいんだから……」

「そうそう。あの時は、結構気まずい思い、したもんね」

　それでもしっかり食べてくるところが、第四十二班である。

「おまけに、店の人にスカウトされかかったりして……」

「今度は大だい丈じよう夫ぶ……」

　冷ひや汗あせ混まじりに言うエリザ。

「ちゃんとした素す性じようの、しゃぶしゃぶ屋だから──」

「よし、食うぞ！」

　とマスミ。

「あんたが百人来たら、マジで店が潰つぶれるわよ」

　とイリナ。

「ほ～っほっほ！　よく言うわ、一人で百人前食う奴やつが……」

『大丈夫だ……』

　と、キサラは確信した。

『今度こそ、立ち直れる！　多分……』




「あ～っ！　そのお肉は、あたしのよ!!」

「黙だまれ！　さっきあたしが育てていたお豆とう腐ふ食ったろが!!　これでおあいこじゃ！」

　食べ盛ざかりの女の子が四人もそろって食べ放題のしゃぶしゃぶ屋に行けば、そこには地じ獄ごくの戦場が具現化する。今回も例外ではなかった。

「少しは野菜食え！　てめ～先祖は日本人だろが!!」

「東欧系に言われとうないわ!!　この吸きゆう血けつ鬼き！」

「ドイツの胃い袋ぶくろは、世界一ィィィィィィィィ！」

「やれやれ、欠食児童にも、困ったものだ……」

　と、やはり以前ほどのような食欲はないキサラ。それでも人並以上には、食う。哀かなしくても、やはり腹は減るのだ。哀しいことに──。

「肉ないわよ、肉！」

「追加～!!」

「さっき頼たのんだわよ」

「遅おそい！」

「きっと牛、捕つかまえに行ってるんだよ……」

　人類、どれほど生きようと同じ会話を繰くり返す。戦争がなくならないのも道理だ。

「その間にあたしは、きし麵めん育てちゃお！」

　とイリナ。

「あ、待て！　今から味を濁にごすんじゃない。ちゃんと肉の追加、食ってからにせんかい!!」

　とエリザ。

「仕切るなよ、鍋なべ奉ぶ行ぎよう！」

「あんただってさっきは、春しゆん菊ぎく入れたろ。あたしが春菊、嫌きらいなの知ってて！」

「食べなきゃいいだけの話じゃない!?」

「匂においが移るんだよ……」

　鍋奉行が四人で鍋を囲むと、こういうことになる。

「てめえ終しめえにゃ、鍋で煮にるぞ！」

「まあまあ……」

　こういう時は、宥なだめた者が必ず、頭から鍋に突つっ込まれるのがパターンである。

「ふぇ～ん！」

「あああ、キサラ泣かしちゃった……」

　と、イリナ。

「一体どうしたの、キサラ？」

　心配顔の、エリザ。

「あなたがこんなに、涙なみだ脆もろくなっちゃうなんて……」

　それなりに、しんみりである。

「そんなに素す敵てきな、人だったの？」

　無言で頷うなずく、キサラ。

「そう……。羨うらやましい……」

　とエリザ。

「あたしはまだ本気で、そんなに誰だれかを好きになったことはないもの……」

「あたしも……」

　とマスミ。

「でもキサラには、まだシゲチヨくんがいるじゃない」

「いまほどあいつを──」

　と、キサラは言った。

「キープくんとして、有り難がたく思ったことはないわ」

「う～ん、ちょっと違ちがう……」

　シゲチヨが聞いたら、イジケるに違いない。

「こんな時に、側そばにいないなんて──」

「つまり、キサラの心は虚うつろなのね」

　イリナが言った。

「こんな時に、誰かに声をかけられたら、コロッと参っちゃうかも……」

「コラコラ、冗じよう談だんにもそんなこと、言うもんじゃない」

　比ひ較かく的──あくまでも比較的──良識派をもって自認するマスミが言った。

「でも、今のキサラなら、あたしがオトコでも陥おとせるかも……」

　どこが良識派であるのだろう？

「ふえええええ～ん」

「とにかくこいつを、何とかしよう」

　とエリザ。

「ここで泣かれたら、出だ汁しが塩しよっぱくなって適かなわない……」

　親友とか言ったところで、友だちとはこんなものである。

「はい、お待たせ……」

　ようやく、肉が来た。

「なんかだんだん、追加持って来る間かん隔かくが開いてこない？」

「それに肉もどんどん少なく、質も悪くなっているような……」

「こっちも商売ですから──」

　ミもフタもない。

「ま、所しよ詮せん食べ放題は食べ放題ということで……」

「あ～、人がこんなに哀かなしんでいるってのに……」

　泣き止やまないキサラ。

「あんたたちってば、そういう低次元の会話しかできないの？」

「できない……ような気がする」

「さあさあ、ようやく腹も膨ふくれたし──」

「あたしゃまだ、膨れとらん！」

「次はカラオケ……」

「いや、波動ボウリング！」

「酒よ、酒!!」

　手が付けられない。

「あたし──」

　箸はしを置く、キサラ。

「今日は、これで帰るわ……」

「どうしたんだ、キサラ!?」

　驚おどろきを禁じ得ない、三人。

「いつもは先導する、あんたが──」

「そこまで……」

「う～ん。取り敢あえず、手首だけは切らないでね。後味悪いから……」

「イリナ、ちょっと違ちがうと思うぞ」

「どこが？」

　今回ばかりはキサラに同情したくなる、マスミであった。

「大だい丈じよう夫ぶ、キサラ？」

「今夜ちょっと……立ち直れないかも知れない」

「誰のせい？」

　とイリナ。

「おめ～だおめ～！」

　とエリザ。

「じゃ、払はらいはワリカンということで──」

　こうなれば、鱈たら腹ふく食った者の勝ちである。

「お姉さ～ん、お勘かん定じよう！」

「は～い!!　お一人様三百ギガタイラスになりま～す！」

「ちょっと待てワレ！」

　胸むな倉ぐら摑つかむエリザ。

「一人百九十八ギガタイラスと、表に書いてあろうが。ナメとんか、ワレ!?」

「はいはい……」

　そういう苦情には慣れっこになっているのだろう。店員は涼すずしい顔で言った。

「御席料、付き出し、税、サービス料、それにお鍋なべの貸し出し料も含ふくめて、そのお値段になっております」

「二度と来ねえ！」

　キサラが元気なら、勘定踏ふみ倒たおした上に暴れて帰ったところだ。




「じゃ、あたしはキサラを送ってっから……」

　とエリザ。

「大変ね」

　とイリナ。

「日ひ頃ごろが日頃だけに、一いつ旦たん落ち込むと、激しいのよね」

「あんたもいっぺん、死んでみたら？」

「たはは……」

「ひ～ん！」

「あ、また泣いちゃった……」

「キサラ、キサラってば……」

「今まで人を泣かし続けたツケが、一気に回ってきたか……」

「イリナ！」

「日頃の行いよね」

「う～ん。まあ否定しませんが……」

「こんな友だち、持ちたくない……」

「誰の台詞せりふじゃ!?」

　その時一台の黒いリムジンエアカーが、四人の前に停とまった。

「キサラさんでは、ありませんか!?」

　完全に密みつ封ぷうされた後部座席から、声をかけてきた者がいる。

「これは奇き遇ぐう……ケルテ以来ですね」

　ディックこと、リチャード・フヨウⅨ世であった。

「きゃ～っ！　ハンサム!!」

　叫さけぶマスミ。

「キサラ、あなたの知り合い？」

「まあね……」

　と、キサラ。

「生きとったか、滅めつ菌きんぼんぼん……」

「ええ……まあ……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐうディック。

「お陰かげ様さまで……」

「ちょうどよかったわ」

　とエリザ。

「キサラを送らなきゃいけないんですけど、今日は週末でタクシーつかまんなくて……」

「タクシー代がないと、ハッキリ言わんか!?」

　とマスミ。

「さっきしゃぶしゃぶ屋で、あんなにボラれなきゃ……」

「わかりました」

　頷うなずくディック。

「あのしゃぶしゃぶ屋の前に、競合店を出して、潰つぶしてやります！」

「そ、そういう問題じゃなくて……」

「でも、やってやって。贔ひい屓きにするから！」

「一人三十ギガタイラスで、松坂牛食べ放題なら、嬉うれしい……」

「わかりました。ファーガスン。このお嬢じよう様方を、お乗せしろ」

　さすがに専用リムジンだけあって、ディック専用の密閉後部座席を別にしても、中席に四人が楽に掛かけることができた。

「またお逢あいできて、嬉うれしいですよ。キサラさん……」

「あたしはそうでもない……」

「贅ぜい沢たく者もの！」

　と、エリザが肘ひじで小こ突づいた。

「本命にクム・ナン殿でん下か、キープ君にシゲチヨくん、そしてまだその上に、こんな金持ちでハンサムの、アッシー君だと!?　それで哀かなしい？　ざけんじゃないわよ！」

「見ての通りの、完全密みつ封ぷうよ」

　とキサラ。

「キスもできやしない……」

「いいのいいの」

　とマスミ。

「お金持ちというだけで、そんなの補って余りあるわ」

「どこまでも、ドライな奴やつら……」

「よろしければ──」

　と、ディックは言った。

「この近くに、私の夏の別べつ荘そうがあるのですが、行ってみませんか？」

「行くいく！」

　キサラが答えるよりも早く、三人娘むすめがコーラスで叫さけんだ。

「金持ちの別荘ってどうなっているのか、いっぺん見ときたかったんだ！」

「見たら、出られないかもよ……」

　とキサラ。

「こいつだって、若いオトコだよ。狼おおかみにならないとも──」

「だ～いじょうぶよ、キサラ」

　イリナが笑って言った。

「だってこの人、外の空気に触ふれたら死んじゃうんでしょ。だったらこれほど安全なオトコはいないわよ」

「確かに……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐう、ディック。

「さすがにキサラさんのお友だちだけあって、ユニークな方々が揃そろっていらっしゃるようだ……」

「ユニークなだけの、人非人だけど……」

　とキサラ。

「これで全員、軍人だっていうんだから──」

「は～い！」

　と、三人のハーモニー。

「あたしは、マスミ・シマヅ少しよう尉い」

「あたしは、エリザ・クリムバッハ少尉……」

「イリナ・ラザロワ少尉で～す！」

「揃って友だち甲が斐いのない奴やつら……」

「あ～ら、そんなことないわよ！」

　にじり寄って来る、イリナ。

「キサラ、あたしたち、親友よね？」

　瞳ひとみをうるうるさせて、言う。

「はぁ～!?　聞こえんなぁ～!!」

「よくわかりました……」

　とディック。

「友だちって、いいもんですね……」

「今のはちょっと、あまりにもわざとらしかったわよ」

「ハハハ……」

『友だちいなくて、本当によかった』

　とディックが思ったかどうかは、定さだかではない。

「しっかし、あんたも暇ひまなのね。社長」

　とキサラ。

「こんな時間に、街中でナンパなんてさ……」

「あ、申し遅おくれましたが──」

　とディック。

「僕ぼくはもう、銀河海上火災の社長を辞やめたんですよ。というか、あの事件の後で責任を問われて、重役会議で社長の座を追われたというのが真相ですが……」

　それでも、グループそのものに対する支配力には微み塵じんも翳かげりはない。彼はロータスブロッサムグループの総そう帥すいの地位を約束されている。

「今は、悠々ゆうゆう自適の毎日なのです」

「親父おやじと同じか……」

　君臨すれども、統治せず……という訳である。

「このクルマ、やけに飛ばすわね」

　とエリザ。

「時速三〇〇キロは出てるわね」

「四〇〇キロです」

　とディック。

「制限速度を、一二〇キロもオーバーしてるじゃない!?」

　とマスミ。

「大丈夫だいじようぶです」

　とディック。

「我わがロータスブロッサムグループの車に、通常の道路交通法は適用されません。それに、この車線は──」

　そう言って、窓の外を見た。

「お気付きになりませんか？」

「そう言えば……」

　と、イリナ。

「金曜日の夜なのに、この車線だけガラ空きじゃん！」

「このレーンは、我がグループの専用車線なのです。言ってみれば、フヨウ家の『私道』みたいなものですよ」

「うひぇ～!!」

　とマスミ。

「免めん許きよ取ったら、日曜日に貸して！」

「いいですよ」

　微笑ほほえむディック。

「どこまでも嫌いや味みな奴やつ……」

　と、キサラ。

「あんたなんて、到とう底ていクム・ナンには──」

「ええ。及およばないでしょうね」

　けろっとした表情で、ディックは言った。

「当然ですよ。僕もあの人と張り合えるなんて、思ってもみません。でも──」

　キサラを見た。

「シゲチヨさんとは、充じゆう分ぶんに競合する力があると、自負しているんですがね……」

「ふんっ！」

「あたしだったら、迷うことなくリチャードを取るなあ……」

　とイリナ。

「あたしも！」

　とマスミ。

「シゲチヨくんも貧びん乏ぼうってわけじゃないけど、やっぱり……ねえ……」

「みんな、ひどいわ！」

　とエリザ。

「シゲチヨくんが、可か哀わい相そうよ！」

「そう言うエリザは？」

「あたしなら、シゲチヨくんを選ぶわよ!!」

　きっぱり。

「ほっほっほ、ま～た綺き麗れい事ごとを……」

　鼻で嘲あざ笑わらうマスミ。

「綺麗事なんかじゃ、ないわ!!」

　反論する、エリザ。

「でもって、週に四日はシゲチヨくんと暮らして、三日はリチャードの別べつ荘そうに通うの……」

「しびびんしびびん！」

　三人は車内で宙に舞まった。




「着きましたよ」

「すごおい！」

　崖がけっぷちに建つ別荘を見るなり、イリナが瞳ひとみを輝かがやかせた。

「サンダーバードの、秘密基地みたい!!」

「どういう基準じゃ!?」

「褒ほめてるのよ……」

「なんか……価値観そのものが違ちがうって感じ……」

「それでも僕の別荘の中では、粗そ末まつな方です」

　と、ディック。後部座席がカプセルのように外れ、そのまま屋や敷しきの一部と、連結された。透とう明めいチューブで繫つながれた、ディック専用の通路がそこに出現する。

「ますます、秘密基地ね……」

「僕は自宅と別荘、それに会社に設けられた自分の『道』と『部屋』を、こうして渡わたり歩いているんです」

「誰もこの中には……入れないのね」

　エリザが言った。

「ちょっと、哀かなしいな……」

「結けつ婚こんも、できないのね」

　とイリナ。

「そんなことはありません」

　と、ディック。

「この状じよう況きように満足してくれる方なら……たとえ遺産目当てでも、大だい歓かん迎げいですよ」

「金に目が眩くらめばね」

　とキサラ。

「でも、子供も作れないじゃない」

「ところが、できるんです」

　ディックは言った。

「僕の冷れい凍とう精子は、銀河中にストックされていましてね。相手の承しよう諾だくさえ得れば、いつでも人工受精可能です。愛さえあれば……ビニール越ごしの抱ほう擁ようでも……。あ、言っておきますが僕の免めん疫えき不全体質は子供には遺伝しませんよ。そういうＤＮＡは全すべて遺伝子操作で排はい除じよしましたからね……」

「結婚したい？」

　とキサラ。

「ああ、したいね」

　と、ディックは真顔で言った。

「退たい屈くつしない、人となら……」

「下手くそ！」

　と、キサラは笑った。

「やっぱりビニールの中じゃ、経験不足は否いなめないな。もうちょっと上手な口説き文句を、練習せんか!!」

「するさ……」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて、彼は言った。

「僕は……絶対に諦あきらめないよ、キサラ」

「殊しゆ勝しような奴やつめ」

　と、キサラは初めて、ディックを一人の男として見た。

　彼の哀かなしさ、寂さびしさが、今なら理解できたからである。

「頑がん張ばって来い！」

　そう言って、透とう明めいな壁かべ越ごしに、心を通わせた。

「待っていてやる!!」

「おおっ、シゲチヨに、恋のライバル出現か!?」

　イリナが叫さけぶ。

「となると、勝ち目薄うすいと、言わざるを得ないぞう。何しろ財力では、端はなから勝負になりゃしない」

「ルックスも、互ご角かくの勝負だし……」

「なんのかんの言って、キサラは面食いだしな……」

「賭かけるか？」

「賭ける？」

　その場でトトカルチョが始まってしまった。

「ディックに、五千ギガタイラス！」

「あたしは、三千ギガタイラス!!」

「ちょっと、それじゃ賭けが成立しないじゃない！」

　呆あきれるイリナ。

「あたしも、ディックに七千、賭けるつもりだったのに……」

「おまえら～」

　と、拳こぶしを震ふるわせる、キサラ。

「他ひ人との人生で、遊ぶな～!!」

「そうだわ！」

　と、胴どう元もとイリナ。

「ディック本人にも、訊きいてみなくっちゃ！」

　壁かべ越ごしに、尋たずねる。

「あなたも一口、乗らない？　ディック」

「もちろん！」

　喜々として、彼は言った。

「僕自身に、全財産……」














第二十八章　加油がんばれ！　シゲチヨ









「ひさしぶりね、シゲチヨ」

　と、喫きつ茶さ店の窓まど際ぎわの席で、イリナが手を振ふる。

「大きくなったじゃない」

「どうも……イリナさ……いえ、ラザロワ少しよう尉い」

「いいよいいよ」

　と、大おお仰ぎように構えながらイリナは言った。

「階級なんて、堅かた苦くるしいことは言いっこなし！　今日は軍人としてではなく、プライベートで、人生の先せん輩ぱいとして、あなたに忠告に来たんだから──」

「忠告？」

「そ」

　と、イリナ。シゲチヨに、席を勧すすめながら、

「何でも好きなもの、注文して。どうせ払はらいは、あんただから……」

　そう言うテーブルの上には、既すでに彼女かのじよによって食い散らかされた、ボンゴレスパゲティとバナナパフェと、メロンムースとメレンゲ入りコーヒーの残ざん骸がいと思おぼしき物が──、

「は、はあ……」

　やはりキサラの、友だちだった。

　注文を取りに来たウエイターに、

「ホットひとつ……」

　と、財さい布ふの中身を確かめながら注文した。

「いい天気ですね……」

　窓の外は、この惑わく星せいのこの地方では希まれに見る大雪だった。

「時節の挨あい拶さつも何も、すっとばすわよ！」

　と、いきなり本題に入るイリナ。

「シゲチヨ、キサラのこと、好き!?」

　正面から目を見据え、言った。

「正直に、答えなさい！」

「好きです」

　と、何の躊躇ためらいもなくシゲチヨは答えた。

「大好きです」

「じゃ、少しはその、大好きな人のことを心配しなさい！」

「いつも心配してますよ」

　とシゲチヨ。

「キサラは僕ぼくがいないと、駄だ目めなんです」

「そうかな……？」

「僕が側そばにいないと──」

「他ほかの男に、心を奪うばわれるな」

「なにを馬ば鹿かなことを……」

　シゲチヨは一いつ蹴しゆうした。

「キサラが、僕以外の男性に、心を奪われたりするはずないじゃないですか」

「この大馬鹿者！」

　思わず叫さけぶイリナ。

「どこからそんな、脳天気な台詞せりふが出てくるのよ!?」

「だって……」

　とシゲチヨ。

「僕とキサラとは、ベストカップルだって、イリナさんたち、いつも言ってたじゃないですか」

「そ、それはそうだけど……」

「それに、自分で言うのもなんですけれど、僕以外のオトコに、あのキサラの相手が務まると思いますか？」

「以前は、そう思ったよ……」

　と、イリナも正直である。

「キサラの相手は、気の毒だ。その不幸なオトコは、宇宙にシゲチヨ一人でいいって……。でも、事情が変わったのよ!!　シゲチヨ、油断してるとあの大金持ちのビニールパックぼんぼんに、キサラを取られちゃうわよ！」

「え、ディックに!?」

　シゲチヨは目を丸くした。

「ディックの前では、キサラも女らしくするんだ。すべてのオトコを奴ど隷れいとしか思っていないと思ってたけど、相手によっては自分を変えるのよ、キサラは。ほんのちょっぴりだけど……。これは正直、あたしたちにも誤算だった。それでもシゲチヨ、あなたと接する時とは明らかに違ちがう。あのキサラは──」

「キサラの、そんな面を引き出すなんて……」

　シゲチヨの無む垢くな瞳ひとみに、初めて微かすかではあるが嫉しつ妬との炎ほのおが燃えるのを、イリナは見た。

「許せない……」

「そ、そうよ！」

　とイリナ。

「あたしはトトカルチョの胴どう元もととして、あなたに大枚一万ギガタイラス、賭かけたんだからね。しっかりしてちょうだい！　あなたが勝てば、大儲もうけなのよ!!」

「とほほ……」

　そんなことだろうとは思った。だがこの情報は、有り難がたい。

「負けたくないな……」

　と、シゲチヨは呟つぶやくように言った。

「そりゃクム・ナンには、負けて当然だけど、まだこの『時間』の中に、共にキサラと一いつ緒しよの『次元』に暮らす漢おとことして、ディックにだけは負けたくないな……」

「その意気よ！」

「お金はないけど、キサラのパートナーとしては、僕の方が上だ!!　いや、僕しかいない！　絶対に──」

「あたしは、あなたの味方よ、シゲチヨ。応おう援えんするわ！」

「心強いです」

　たとえ利害の上での、味方だとしても──。

「ついでに入れ知ぢ恵えも、してあげる」

「入れ知恵？」

「そう。今度ディックと逢う時にね。こっそりと彼かれのあのビニールに、錐きりで穴を開けちゃいなさいよ。そうすれば恋こいのライバルは、消えるわ」

「そ、そんな姑こ息そくな手を使ってまで……」

「姑息な手でも使わなきゃ、あなたに勝ち目はないわ！」

　どこが味方なのか、よくわからない。

「とにかく、相手は惑わく星せい一個ポンとプレゼントして、屁へでもない大だい富ふ豪ごうなのよ。正せい攻こう法ほうじゃ、到とう底ていあなたに勝ち目はないのよ!!」

「そ、そうかな……」

「キサラの心だって、お金で動かせるのよ！　桁けた違ちがいの、お金でなら……少しずつ！」

「信じたくない……」

「とにかく、あなたには頑がん張ばって欲ほしいの！　ディックがキサラを諦あきらめて、その後あと釜がまには、あたしが……」

　遠い目。

「そ、それが狙ねらいですか？」

「狙いというなら、マスミもエリザも、そうなることを狙ってるわ」

　と真顔のイリナ。

「永遠の夢よね、玉の輿こし……」

「志こころざしが、低いですよ……」

「いいの！　そんなもんなの!!　あなたと違ちがってディックはね、たとえばこの店ひとつ、ポンと買って、『君にプレゼントするよ』って、軽く言ってのけちゃうオトコなのよ！」

「悪あく趣しゆ味みだよ」

「でも、それはそれで、許せるじゃない」

「そ、そうかも知れない。確かに……」

　と、シゲチヨは財さい布ふの中身と、店のメニューを比ひ較かく検討しながら言った。

「あのう……。割り勘かんにしてもらえませんか？」




「あなたが自分でクルマの運転もできるなんて、思わなかったわ。正直……」

　潮風に髪かみを靡なびかせながら、キサラ。

「専用レーン、だけならね……」

　と、コンバーチブルのスポーツエアカーの運転席で、微笑ほほえむディック。

「自分じゃ何もできない漢おとこだなんて、思われたくないじゃないですか……」

　運転席だけを、透とう明めいなカバーが、すっぽりと覆おおっていた。半はん袖そでシャツにサングラス。ディックは免めん疫えき不ふ全ぜん症しようかも知れないが、虚きよ弱じやく体質ではない。

「思わないわよ」

　とキサラ。

「あなたにできて、あたしにできないことの方が、多いわ」

「そうでもない」

　とディック。

「僕にはしがらみが、山ほどもある。しかしキサラは……」

　と、『さん』を付けようかどうか躊ちゆう躇ちよした揚あげ句に、ディックは呼び捨てにした。

「少なくともほとんどのしがらみや呪じゆ縛ばくから、自由であるように僕には見える。それがとても、眩まぶしいんだ」

「そこに惚ほれたってわけ」
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「それだけじゃないけど……、極言すればそうだ」

「フッ、甘あまいな」

　人差し指をチッチッチと動かしながら、キサラは笑う。

「あんた、苦労するよ」

「覚かく悟ごの上です」

　とディック。

「苦労のし甲が斐いも、あろうというものです。それよりも、キサラ……」

「なに？」

「ロータスブロッサムの一員として迎むかえられることになれば、あなただって苦労しますよ」

「まだ決めとらん！」

　と、キサラ。

「だが万が一そうなっても、そんなしがらみ、吹ふき飛ばしてやる！」

　豪ごう語ごした。

「そうなることを、期待してますよ」

「おう。任せとけ……って、まだそうと決めた訳じゃ、ないからな……」

「わかってます」

　ディックの表情が、明るい。

「でもあなたはそのヴィジョンを描えがき始めた。それだけでも、今日こうして、ドライブに誘さそった甲斐はあった……」

「そうね。暫しばらく逢あえないし……」

「え……!?」

　ディックの表情が──僅わずかではあるが──一いつ瞬しゆん曇くもった。

「辞令を貰もらったのよ」

　と、キサラ。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー中尉、哨しよう戒かい艇てい『はやぶさ13号』の艇長任務を命ず……ってね」

「昇しよう進しんおめでとう」

「遅おそすぎたわ」

　と、キサラ。

「それに、本当にちっぽけな艇ふねなのよ」

「いいじゃないですか。小なりとは言え、一国一城の主あるじですよ」

「パパはそれでも、駆く逐ちく艦かんから始めたのよね……」

「こだわってたんだ」

「そりゃ、ね……」

　キサラがディックの前では、本音を吐はき始めた。

「無責任艇長キサラか…。イマイチ様にならないなあ……」

「それより──」

　と、ディックは言った。

「今夜は、楽しみましょう」

「金以外のサムシングを、見せてよ」

　と、キサラは言った。

「あたしを、動かしたいのならね……」

「難しい問題だ」

　とディック。

「君はどんな相手よりも、強力だ。今までのビジネス相手やライバルは、最終的には金の力で、どうにかできた……」

「ヒントをあげるよ」

　と、キサラ。

「あなたが万が一……いえ、億が一、無一文になったとして、それでもあたしを納なつ得とくさせられるほどのものを、提示してくれればいいのよ。お坊っちゃんには、難しかったかな？」

「う～ん」

　首を捻ひねるディック。

「取り敢あえず、金の力を──」

　ハンドルを切り、専用レーンから別の私道へと入る。その先には、丘おかの上に聳そびえ建つ、古城が──。

「専用ラブホテルって、訳だ」

「近いかも……」

　とディック。

「どうせ父が、金にあかせて築いたレプリカです。それを僕が改装して、『寝しん室しつ』のひとつとして利用している。食事もできますが……」

「仕方ないけど、あなたとの食事って、素っ気ないのよね」

　ディック専用に調理された無む菌きん料理を、ビニール越ごしに向かい合って食べる。同じ味付けではあるのだが、デートしているという気はしない。

「あたし、結けつ婚こんしても『外』に愛人を作るかも知れないわよ……」

「構いません」

　とディック。

「それは、ある程度……どんな相手でも、覚かく悟ごしています。むしろ正直にそう言ってくださる、あなたが好きです」

「…………」

「愛人一号は、やはりシゲチヨさんですか？」

「う～ん。あいつは断ったって、尻しつ尾ぽ振ふって付いてくんだろうなあ……」

「…………」

　答えない。

　車は古城のゲートを潜くぐった。中世風の鎧よろいに身を固めた衛士が、さっとハルバート（斧おの槍やり）を差し出して敬礼する。

「あれも、社員？」

「あれは我わが家の、使用人です」

「大変ね」

「僕には本当の意味での、プライベートなどないのかも知れない……」

　と、ディックは呟つぶやいた。

「一生ビニールの中から、出られないにも拘かかわらず……。いっそただの病人として、生まれていた方が幸せだったかな……」

「贅ぜい沢たく者ものめ！」

　強化プラスチック越ごしに、キサラはそのブロンドの頭をコツンと小こ突づいた。

「さあ、行きましょう」

　と、微笑ほほえむディック。

「中で、お客様が待っています」

「二人だけじゃないの？」

　とキサラ。

「ええ。大事な人です。あなたと同じくらい……」

「誰!?」

「逢あって、驚おどろいてください」

「あたしはちょっとやそっとじゃ、驚かないよ」

「どうかな……？」

　微笑む。

「まさか……」

　城の中の大広間で、キサラは仰ぎよう天てんすることになった。

「よう、キサラ！」

　白いタキシードに身を包んだその中年男が、キサラを見るなり手を振ふった。言っては悪いが、まるで似合っていなかった。

「遅おそかったじゃないか……」

「うげ──!!」

　キサラは思わず三メートルほど、飛び退のいた。

「親父おやじ……」

「そうつれなくするなよ」

　と、ジャスティ・ウエキ・タイラーは言った。

「ほとんど半年ぶりに逢う、父親だろう？」

「こ、こんな所で逢おうとは、夢にも思うとらんわい！」

「かもな」

「ど──」

　思わず、言葉に詰つまる。

「どうして……」

「招待された」

　と、こともなげにタイラー。

「いやあ、ハイソな暮らしは、いいなあ……。実にいいなあ。パパも自分を結構な資産家だとは思っていたが、貧びん乏ぼう人にんの一人でしかないことを、思い知ったよ。ああ、愉快ゆかい……」

「お、親父～」

　激しい頭痛が、キサラを襲おそった。

「あら、やっと来たのね、キサラ」

　広間の向こうから、イブニングドレス姿の女性が声をかける。

「いらっしゃい。こっちへ来て、一いつ緒しよにカクテルをいただかない？　最高よ！　どんなホテルのメインディッシュも、ここのカナッペひとつにも及およばないわ」

「ま、ママ……」

　ユリコだった。

「どうして!?　誰だれに招待された!?」

「僕です」

　と、専用チューブの中からディックが言った。

「なんで……？」

　キサラは軽いパニックに陥おちいっていた。

「どうしてじゃ!?」

「それは──」

　タイラーとユリコが、ハーモニーで言った。

「金で釣つられたから……」

「う～ん……」

「あら、この方がキサラさんね」

　趣しゆ味みのいい婦人が、キサラを見て微笑ほほえんだ。

「さすがにディックが見み初そめただけあって、潑はつ刺らつとしたお嬢じようさんだわ」

「それほどでもありません」

　とタイラー。

「萎い縮しゆくしているだけです。鍍金めつきはすぐに、剝はがれます」

「親父おやじ……」

「紹しよう介かいするよ」

　と、ディック。

「僕の母、マリア・エカテリーナ・バロア・フヨウだ」

「よろしく」

「よ、よろしく……」

　その気品に、キサラは圧あつ倒とうされた。彼女に匹ひつ敵てきするのは、かのアザリンくらいか。

「やあ、君がキサラさんだね」

　ナイスミドルのダンディーが現れた。むしろディックよりも、キサラの趣味である。一瞬映画俳優かと思った。

「アレクサンダー・フィリップ・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅧ世。つまり僕の父だ……」

「フィリップと呼んでください。今日は心ゆくまで──」

「は、はい……」

　顔が上気していた。

「いや～、でかしたぞ、キサラ」

　と、タイラーは娘むすめの背中を叩たたいた。

「おまえの人脈が、これほどとは思わなかった。パパも脱だつ帽ぼうだ」

「本当に、そうね」

　と、シャンパングラスを傾かたむけ、ユリコ。

「ママも鼻が高いわ」

「ちょ、ちょっと待って……まだ……」

「ああ、待つとも」

　何か勘かん違ちがいしている、タイラー。

「一年くらいかな？」

「そうね。これだけの格式ともなれば、色々と準備もあるし」

　微笑ほほえむユリコ。

「いっぱい招待できるわね。予算を気にせず……」

「全部あっち持ちで、いいとおっしゃってくださった。こりゃアザリン陛下とイサムの時すら、上回る大変な披ひ露ろう宴えんになるぞ」

「そうね。ねえ、ジャスティ……」

「なんだい、ユリコ」

「そうなったら、あたしたちも、やり直さない？　お式……」

「うん。悪くないな。あの時はそれなりに豪ごう華かだと思ったけれど、今にして思えばみすぼらしい披露宴だった……」

「ちょっと待たんかい、ワレ！」

　遂ついにキレるキサラ。

「誰が決めた、誰が!?」

「あら──？」

　と、不思議そうにユリコ。

「成り行きでしょ。それでいいじゃない……」

「そうだぞ、キサラ」

　タイラーまでが、既き成せい事実として話を進める。

「今日、御両親にお逢いして、パパも納なつ得とくした。こんなに気持ちのいい方々となら、親しん戚せき付き合い、オッケーだ！」

「しまったぁ～!!」

　ムンクの『叫さけび』のポーズで、絶ぜつ叫きようするキサラ。両親の笑え顔がおも、豪ごう華かな料理も、あたりの光景までが流れた。

「馬を射られた！」




「卑ひ怯きようだわ！」

　二人きりになった瞬しゆん間かんに、開口一番、キサラは言った。

「やり方が、巧こう妙みようすぎる。パパの性格まで、計算に入れたのね」

「はい」

　ディックは認めた。

「入れました……」

「満足？」

「満足していますよ。あなたには悪いが──。申し訳ありません」

「そうまでして──」

「うん。そうまでして……」

　と、ディックは言った。

「僕は、君と結けつ婚こんしたかった……」

「下げ衆す！」

　と、キサラはビニールシート越ごしに、ディックの頰ほおを殴おう打だした。

「卑怯者！　だから金持ちなんて──」

　往復ビンタ。

「大っ嫌きらいだぁ～!!」

「僕は──」

　ハンカチでゆっくりと鼻血を拭ぬぐいながら、スーツ姿のディックは言った。

「それでも、君が好きだ。たとえ君に殺されても……好きだ」

「騙だまされっか！」

　とキサラ。

「そんな、古典的な手段に……」

「キサラ」

　と、ディックは言った。

「君を失うくらいなら、僕はクム・ナンと同じように、『未来』に行ってしまった方がいい……」

「行かなくて──」

　振ふり上げた手を、思わず引っ込めるキサラ。

「いい……。ここにいて」

「キサラ……」

「負ける、あんたの情熱には──」

「僕は最初から、信じていたよ」

「ふ。しょってやがら……」

　ビニール越しに、二人の唇くちびるが初めて重なった。

　それはそうとして、頑がん張ばれ！　シゲチヨ!!




「ねえ、あなた……」

「なんだい、ユリコ？」

「二度目のハネムーンは、ここでどう？」

　その手にはしっかり、旅行会社のパンフレットが握にぎられていた。むろん、ロータスブロッサムグループの、傘さん下か企き業ぎようである。

「うん、いいね。ここでなら思い切りヨット三ざん昧まいだぞ」

　微笑ほほえむタイラー。

「青春が、甦よみがえるわね」

　微笑むユリコ。

「どうせその旅費も、あっちの御両親が持ってくださるし……」
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　さり気なく、懇こん談だんパーティの席上、言げん質ちは取っておいた。

「当然、シートはエグゼクティヴ・クラスだな。ブヮッハッハ！」

　ひさびさに出る、タイラー笑い。

「でかしたぞ、キサラ！」

　これでいいのか、タイラー一家!?














あとがき







────または、ハルミ＝のこと






　それは、アニメの『無責任艦長タイラー』が、まだ華はなやかなりし頃ころ（笑）──。

　かの、「ハルミさあん！」（作者註ちゆう・辻谷耕史さんのタイラー口調で読むこと）の声を演じられていた岡本麻弥さんが、アフレコ現場（だったかな？　ひょっとするとあの大宮市民会館だったかも知れない……）で、僕におっしゃったのです。

「先生、あたしまだ原作の方は読んでいないんですけど、きっと原作でも、ハルミは活かつ躍やくしているんでしょうねえ……」

　その一言を聞いた時の、作者の狼ろう狽ばいぶりが、読者の皆様におわかりいただけるであろうか？

　まさか、あの美人の岡本さんに、

「いいえ、原作ではハルミは全然活躍しません。単なる脇わきキャラで、登場早々コジローに、頭吹ふっ飛ばされて死にます」

　なんて、口が裂さけても言えないではないか。さらに間の悪いことに、その時すぐ隣となりには、コジロー役の岩田光央さんまでいらっしゃったのでした（それは鮮せん明めいに覚えている）。

　さらに岡本さんに、

「よろしかったら今度、是ぜ非ひ原作を読ませてください」

　とまで、あの笑え顔がおで言われたものだから、小心者の原作のセンセーは、

「ええ、まあ……縁えんがあったら（なんのこっちゃ）そのうち……」

　なんて、テキトーに言葉を濁にごして、そのままうやむやになっていたのでした。

　しかし、その後もイベントやアフレコや、『アニメキングダム』にゲストで呼ばれたりなんかする度たびに、

「先生、原作……」

　と言われ続け、その都いく度たび、心の中ではハルミさんと岡本さんにそっと手を合わせ、

『成じよう仏ぶつせ……あ、いや……ごめんなさい』

　と謝あやまり続ける作者であったのです。

　しかし、人の口に戸は立てられないもので、すべての『無責任艦長タイラー』原作本を焼き棄すてる訳にもいかず、いつしか原作でのハルミさんの、

『粗そ末まつにされ様』

　は、岡本麻弥さんも知るところとなった（らしい）のです。

　ある日、その岡本さんが、私にこうおっしゃいました。

「先生、また造ってください」

「造りましょう！」

　という訳で、ハルミⅡの産みの親は、誰あろう岡本麻弥さんなのでした。ハルミⅡのファンの人は、彼女に感謝するように……。

　そして、もしもこの『無責任キッズ』がアニメ化、ＣＤ化された暁あかつきには、ハルミⅡの声はもちろん、先代（？）同様、岡本さんに演じていただきたいものです。なにしろ、『声も先代そっくり』と、しっかり書かれているんですから……。

　そう言えば『燃えてキサラ』を読んでくださったファンの方から、

「キサラの声は國府田マリ子さんよりも、鈴木〝チャチャ〟真仁さんの方がいいのでは？　という御ご指し摘てきをいただきました。う～ん、３巻のＰ２０３あたりを読む限りでは、それも一理ある……。

　という訳で、作者の頭にある。イメージ・キャスト、追加です。





男クム・ビク……………………………………梁田清之

女クム・ビク……………………………………勝生真沙子

レン・アンダーソン……………………………井上喜久子

ディック…………………………………………森川智之






　ついに、銀河一の御おん曹ぞう司しからプロポーズされてしまったキサラ。果たして彼女は、金に目が眩くらんで玉の輿こしに乗ってしまうのか？

　はたまたシゲチヨは、せっかくキサラと縁が切れるかも知れないこの絶好のチャンスを、自ら棒に振ふってしまうのか!?　それほどキサラがいいのか!?

　タイラー＝ユリコ夫妻のフルムーン旅行はどうなるのか（おいおい……）。

　この三角関係の決着は、次刊・無責任キッズ⑤『銀河嫁取物語』にて！

　請こう御期待！










無む責せき任にんキッズ④




時とき先さき案あん内ない人にん








吉よし岡おか　平ひとし
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